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序     文 
 

日本国政府は、スリランカ国政府の要請に基づき、高速道路運営管理プロジェクトを実施する

ことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施することといたしました。 

 

当機構は本格的な協力の開始に先立ち、本件協力を円滑かつ効果的に進めるため、2009年２月

９日から２月14日まで６日間にわたり事前評価調査団を現地に派遣しました。 

 

調査団は本件の背景を確認するとともに、スリランカ国政府の意向を確認し、かつ現地調査の

結果を踏まえ、本格協力に関する協議議事録（Minutes of Meeting）に署名しました。 

 

本報告書は、今回の調査結果を取りまとめるとともに、引き続き実施を予定している本格協力

に資するためのものです。 

 

終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成21年２月 

 

独立行政法人国際協力機構 
経済基盤開発部長 黒柳 俊之 
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略 語 表 
略語  正式名称  日本語訳  

ADB Asian Development Bank アジア開発銀行  

ARF Ambulance/Rescue/Fire  

BMS Bridge Management System  橋梁維持管理システム 

BOT Build-Operate-Transfer BOT方式  

CKdE Colombo-Kandy Expressway コロンボ～キャンディ高速道路

CKE Colombo-Katunayake Expressway  コロンボ～カトナヤケ高速道路

DOH Department of Highways  

EA Expressway Authority  高速道路管理庁  

EAC Emergency Alarm Centre   非常警報センター  

EMU Expressway Management Unit  高速道路運営検討ユニット  

ERD 
Department of External Resources, Ministry of 
Finance and Planning 

 

ETC Electronic Toll Collection System  

GOSL The Government of Sri Lanka スリランカ政府  

HDM-４  Highway Development and Management System  

ICTAD Institute for Construction, Training and Development  

IFI International Financing Institute 国際融資機関  

JBIC Japan Bank for International Cooperation 国際協力銀行（日本） 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構（日本） 

KOICA Korea International Cooperation Agency 韓国国際協力機構  

MC Management Consultant マネジメントコンサルタント  

M/M Minutes of Meeting 協議議事録（ミニッツ）  

MOH Ministry of Highways 道路庁  

MOHRD Ministry of Highways and Road Development 道路開発省 

MOT Ministry of Transport 運輸省  

MoU Memorandum of Understanding 覚書  

MPs Maintenance Posts  

NGO Non-Governmental Organization 非政府組織 

OCH Outer Circular Highway （大コロンボ圏）外郭環状道路

O&M Operations and Maintenance 運営と維持管理  

PBC Performance Based Contract 性能規定型契約  

PCI Pacific Consultants International  

PDM Project Design Matrix  



PO Plan of Operation 活動計画  

PPs Permanent Posts  

PWD Public Works Department  

RCDC Road Construction and Development Company 道路建設開発会社  

RDA Road Development Authority 道路開発庁 

ROW Right-of-Way 道路用地  

R/D Record of Discussion 討議議事録 

SD&CC Development and Construction Corporation  

SE Southern Expressway 南部高速道路  

SIDA Swedish International Development Cooperation スウェーデン国際開発機構  

STDP Southern Transport Development Project 南部交通開発プロジェクト  

TCEO Territorial Civil Engineering Organization  

UDA Urban Development Authority  都市開発庁 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ 要請の背景 

スリランカ民主社会主義共和国（以下、「スリランカ国」と記す）では、同国初の高速道路とな

る南部高速道路（Southern Expressway：SE）と外郭環状道路（Outer Circular Highway：OCH）を
現在建設中である。SEに関しては2010年供用、OCHに関しては2011年供用開始予定である。その
ためスリランカ国では、高速道路の運営管理を実施する組織として高速道路管理庁（Expressway 
Authority：EA）を設置する方向である。2007年６月に設置の基本方針が閣議了承され、2008年８
月末までにEA設置法の国会承認、その後設立準備期間を経て、2009年７月頃からEAの業務開始を
目標としている。 

EAが設置されるまでの期間は、高速道路の建設、国道の建設・管理を担当する道路開発庁（Road 
Development Authority：RDA）が中心となりタスクフォースを設置し、高速道路の運営管理の準備
を実施することになっている。 

 

こうした背景から、スリランカ国より我が国にEA設置に伴う業務支援および能力向上を目的と
する「高速道路運営管理プロジェクト」（以下、「プロジェクト」と記す）にかかる要請があった。 

 

１－２ 調査の目的 

JICAは、高速道路の建設状況、EAの準備状況、運営管理の検討状況、要請内容等を確認するた
め、2008年８月、プロジェクト形成調査（以下、「プロ形調査」と記す）を実施した。調査により、

①SEの開通は遅くとも2011年中頃を予定していること、②EA法案の上位法となる高速道路法は
2008年10月頃、EA法は2009年５月頃国会承認の予定であること、③EAの準備のためRDAに高速道
路運営検討ユニット（Expressway Management Unit：EMU）を2009年９月に設置すること、をス
リランカ国政府と確認した。また、料金水準の検討等、高速道路の運営管理に必要となる一部の

項目については、他ドナーの支援等により検討が開始されていることを確認した。 

 

このような状況のもと、スリランカ国政府より、JICAスリランカ事務所に、2008年10月高速道
路法の国会承認、同11月RDAにEMUの設置が完了したとの報告があった。 
 

以上より、プロジェクト開始のための前提条件と考えられる高速道路法の制定、運営管理準備

機関の設置が確認されたため、高速道路の運営管理に関する業務支援および能力向上を目的とす

る本プロジェクトの事前評価調査（以下、「本事前調査」と記す）を実施する。 

 

本事前調査の主目的は、プロ形調査で交わした協議議事録（Minutes of Meeting：M/M）内容の
再確認およびプロ形調査後のスリランカ国側の検討状況（高速道路の建設状況、高速道路にかか

る制度、組織、運営管理の検討状況および今後の計画等）を把握し、Project Design Matrix（PDM）
案、Plan of Operation（PO）案の見直しを行い、滞在中の協議内容についてM/Mに取りまとめ署名
を行うことである。 
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１－３ 要請概要およびプロジェクト形成調査PDM（案） 

スリランカ国からの要請概要およびプロ形調査において、スリランカ国と協議し作成したPDM
（案）（プロ形調査のM/Mに添付）との比較を表に示す。 

項目 スリランカ国要請 プロ形調査PDM（案） 比較コメント 

上位
目標 

都市と地方間のアクセス能力
の信頼性、定時性を安定させ、
その結果、スリランカ国の道路
輸送力を向上させる。 

スリランカ国の道路輸送能力が向
上する。 
 

要請、プロジェクト案とも同
じ。 

プロ
ジェ
クト
目標 

技術協力を通じ、必要な高速道
路運営管理システムを特定し、
適切かつ実用的なシステムが
高速道路開通前までに実行で
きるようにする。 

EAの高速道路の運営管理に必要と
なる能力が向上する。 

要請では、運営管理システムの
構築が目標となっているが、運
営管理組織等の検討はすでに
RDAにより進められている。そ
のため、本プロジェクト目標
は、能力の向上に重点を置い
た。 

成果 ①交通事故、自動車の故障に速
やかに対応できるシステムの
構築 
②道路清掃、維持管理を適切に
行うシステムの構築 
③的確な料金収受システムの
構築 
④警察、消防署や他の組織との
協力体制の構築 

１．EAの交通管理、点検・維持修
繕、料金収受体制が構築される。 
２．Temporality Traffic Management
マニュアル、点検・維持管理の仕
様書・基準・マニュアル、料金収
受マニュアルが作成される。 
３．EA職員の交通管理、点検・維
持管理、料金収受の能力が向上さ
れる。 

  
 

４．高速道路供用後、EAによって、
交通管理、点検・維持修繕、料金
収受が適切に実施される。 

  ５．以下の項目について、EAによ
って適切に実行される。 

  ・EAと関連する機関のフレームワ
ークの設置 

プロジェクト案では、各段階で
指標により成果チェックを行
えるように、業務内容ではなく
段階に分けて成果を列記して
いる。 
また、本プロジェクトではなく
EAによって実施される項目に
ついても、必要があれば本プロ
ジェクトで助言を行うため、成
果５を追加した。 
要請④に示す警察、消防署等の
EA以外の組織の体制構築につ
いては、本プロジェクトで行う
のではなく、RDA、EAが中心と
なり、各組織で行うものとす
る。 

  ・関連する機関と民間会社の能力
の向上 

  ・成果２以外の仕様書・基準・マ
ニュアルの作成 

  ・点検・維持管理委託先の本事前
調査 

  ・国民の意識向上キャンペーンの
実施 

  ・運営管理に関連する調達業務 

 

活動 
 
 
 
 
 
 
 

①交通管理 
a.交通情報管理システムの構
築 

b.交通事故処理システムの構
築（EAと警察との役割分担
を含む） 

c.過積載取締り、落下物等のパ
トロールの交通管理システ
ムの構築 

1.1 プロジェクトの詳細計画を作
成する。 
1.2 RDAによって提案されたEAの
組織案および各組織の業務内容に
ついて見直しを行う。 
1.3 EAの組織を構築する。 
1.4 EAの各組織の業務内容を構築
する。 
1.5 EAの人員配置を構築する。 

・①-a,b,cは、組織体制、施設・
設備等の検討は実施されて
いるため、本プロジェクト案
では、それらの検討をもとに
1.2～1.5によりEAの体系構
築を行う。 

・①-dは、現在外部委託を考え
ていないため必要ない。 
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 2.1 Temporality Traffic Management
（交通流を妨げる出来事の処理、
情報の収集・処理・提供等）マニ
ュアルを作成する。 
2.2 点検・維持管理の仕様書・基
準・マニュアルの見直しを行う。 
2.3 料金収受（収受、確認、保管、
送金等）マニュアルを作成する 
3.1 EAに対して運営管理概要の研
修を行う。 
3.2 EAに対して交通管理（交通流
を妨げる出来事の処理、情報の収
集・処理・提供等）の研修を行う。 
3.3 EAに対して点検・維持管理の
研修を行う。 
3.4 EAに対して料金収受（収受、
確認、保管、送金等）の研修を行
う。 
4.1 EAに対して交通管理のOJTを
行う。 
4.2 EAに対して点検・維持管理の
OJTを行う。 
4.3 EAに対して料金収受のOJTを
行う。 

・②-a, dについて、現在、性能
規定型維持管理契約で実施
することが検討されており、
契約文書案、性能規定型維持
管理マニュアル案が提案さ
れている。そのため本プロジ
ェクト案では、2.2で提案さ
れたマニュアルの見直しを
行うこととした。ただし、性
能規定型契約を供用当初か
ら実施するかどうかRDAと
再度議論する必要がある。 

・②-b, cについては、今後性能
規定型契約のあり方に応じ
て検討が必要である。 

・③-aは、すでに検討が実施さ
れているため本プロジェク
ト案では実施しない。 

・③-bは、1.2～1.5および2.3
により行う。 

・③-cは、現在外部委託を考え
ていないため必要ない。 
3.2で行う。 

 4.4 交通管理、点検・維持修繕、
料金収受に関するEAの組織、仕様
書・基準・マニュアルについて見
直しを行う。 
5.1 以下の項目について助言を行
う。 

・④-a, cのEA内の整理について
は、1.2～1.4での対応とな
る。 

・④-bのステークホルダー間の
調整は、5.1の助言項目とし
ての対応とする。 

 

d.前記の外部委託のためのガ
イドライン、契約文書（案）
の支援 

②運営・維持管理 
a.道路面の清掃、排水設備の清
掃、植栽、ポットホール補修
等の作業項目および基準値
の明確化 

b.交通事故復旧作業費用のシ
ステムの構築 

c.事故復旧作業システムの構
築 

d.外部委託のためのガイドラ
イン、契約文書（案）の支援 
③料金収受 
a.料金水準、支払方法にかかる
方針の策定 

b.収受システムの構築（収集、
チェック、保管、送金、警備） 

c.外部委託のためのガイドラ
イン、契約文書（案）の支援 

④方針策定とステークホルダ
ー間のコーディネート 

a.高速道路全般にかかる方針
策定 

b.ステークホルダーとの高速
道路管理にかかるタスクの
調整 

c.全般的な予算管理 
⑤研修と調達 
a.高速道路管理に関する研修
員派遣の調整 

b.短期専門家の派遣にかかる
調整 

c.ローカルコンサルタントの
調達 

d.事務所用家具・機器の準備 
e.リハーサル準備 

・EAと関連する機関のフレームワ
ークの設置 

・関連する機関と民間会社の能力
の向上 

・成果２以外の仕様書・基準・マ
ニュアルの作成 

・点検・維持管理委託先の本事前
調査 

・国民の意識向上キャンペーンの
実施 

・運営管理に関連する調達業務 

・⑤のaについては、3.1～3.4
にて行う。 

・⑤-bについては、本プロジェ
クトの業務形態に応じて対応。 

・⑤-cについては、5.1の助言項
目として対応する。 

・⑤-dについては、カウンター
パート研修に必要となる機
材のみ本プロジェクトで対
応する。 

・⑤-eについては、能力向上部
門に関して3.1～3.4で行う。 

日本
政府
の投
入 

①関連分野を専門とした５人
の長期専門家（総括、交通管理、
運営維持管理、料金収受、研修
と調達のコーディネーター） 
②道具準備に必要となる資金 
③カウンターパート研修 

（１）専門家 
１）総括 
２）交通管理 
３）交通パトロール 
４）点検 
５）維持管理 
６）料金収受 
７）維持機械 

・①では長期専門家５名となっ
ているが、本プロジェクト案
では、必要となる分野の専門
家を長期・短期等にかかわら
ず列挙した。 

・②について、本プロジェクト
案ではカウンターパート研
修に必要な機材の購入のみ 
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  ８）企画調整 
（２）本邦研修 

１）運営管理概要 
２）交通管理 
３）点検・維持修繕 
４）料金収受 

（３）機材供与 
カウンターパート研修に必要
となる機材 

本プロジェクトで実施する
こととした。 

・③について、本プロジェクト
案では４テーマの本邦研修
を提案した。 

スリ
ラン
カ国
政府
の投
入 

（１）高速道路管理庁の設立 
（２）道路大臣により任命され

たカウンターパート 
（３）エアコンディション、電

話、アシスタントスタッフ
を備えたオフィススペー
ス 

（１）カウンターパート 
（２）プロジェクト実施に必要な

執務室および施設設備の提供 
（３）交通管理、点検・維持修繕、

料金収受に必要な施設、設備、
道具 

・（３）を追加 

期間 2008.11～2011.1（27か月間） 2009年６月～2011年10月（29か月
間） 

要請では、SE、OCHとも、2010
年開通を目標とし、EA法の国会
承認は2008年半ばを予定して
おり、プロジェクト要請期間
は、2008年12月～2011年１月で
あった。しかし、高速道路法の
承認が遅れ、EA法の国会承認は
2009年５月頃の予定であるた
め、協力開始時期を2009年５月
から６月を目標とした。また、
協力期間について、当初要請で
は２か月程度だった高速道路
供用後のフォローアップ期間
を、約６か月程度確保してほし
いとの要望があったため、本プ
ロジェクト案では、2009年６月
～2011年10月の29か月間とし
た。 

 

１－４ 調査項目 

本プロジェクトにかかるスリランカ国政府の意向および調査ニーズの確認、資料・情報収集の

うえ協力内容について協議し、合意事項をM/Mとして取りまとめ、署名、交換する。また討議議
事録（Record of Discussion：R/D）の署名、交換の準備を行う。 
 

（１）現地調査 

１）PDM案を含む活動内容案の提示と質問票取り付け 
２）関連資料・情報の収集・整理 

３）現地踏査 

４）R/D案の作成 
５）M/M協議 
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（２）国内調査 

１）出発前準備（関連資料・情報の整理・収集、M/M案作成、対処方針案作成、質問票検討） 
２）帰国後整理（資料収集分析、調査報告書作成） 

 

１－５ 調査団構成 

氏 名 担当分野 所 属 派遣期間 

金子 篤 総括 JICAスリランカ事務所長 現地参団 

三倉 義教 高速道路全般 
西日本高速道路㈱ 
（国交省推薦） 

2009.2.9～2.15 

大前 正也 
 

評価・分析 
 

JICA経済基盤開発部第一課 
（インハウスコンサルタント） 

2.9～2.15 
 

大橋 岳 計画管理１ JICA経済基盤開発部第一課 2.9～2.15 

柳内 将成 計画管理２ JICAスリランカ事務所 現地参団 

 

１－６ 調査日程 

 月日 曜 スケジュール Hotel 

1 2/9 月 三倉 関西発→コロンボ着 
大前、大橋 成田発→コロンボ着 

Colombo 

2 2/10 火 AM JICAスリランカ事務所 
PM MOHRD次官表敬 

RDA長官表敬 
Meeting with MOHRD, RDA MOHRD 

Colombo 

3 2/11 水 AM 内部Meeting 
PM Meeting with RDA,EMU 

Colombo 

4 2/12 木 AM 内部Meeting 
PM Meeting with RDA, EMU 

Colombo 

5 2/13 金 AM M/M署名（MOHRD次官、RDA GM, ERA） 
PM M/M署名（ERA） 
JICAスリランカ事務所、在スリランカ日本大使館報告 

Colombo 

6 2/14 土 三倉、大前、大橋 コロンボ発→ airplane 

7 2/15 日 三倉→関西着 
大前、大橋→成田着 

－ 
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１－７ 主要面談者 

＜スリランカ国側＞ 

（１）Department of External Resources（ERD), Ministry of Finance and Planning 
Mr. J. H. J Jayamaha Additional Director, General-Japan Division 
Mr. K.T.I Premarane Assistant Director, General-Japan Division 

 
（２）道路開発者（Ministry of Highways and Road Development：MOHRD） 

Mr. S. Amarasekara Secretary 
 
（３）道路開発庁（Road Development Authority：RDA） 

Mr. R.W.R. Pemasiri General Manager, RDA 
Mr. S. Meihandan Additional General Manager（Project） 
Mr. H. M. K. G. G. Bandara Director（Planning） 
Mr. Takaoki Ichioka JICA Expert 
Ms. D. N. Siyambalapitiya Deputy Director（Planning） 
Mr. H. M. M. Nizar Deputy Director（Southern Transport Development Project） 
Mr. B. D. S. Kumar Deputy Director（Colombo Kandy Highway） 

 
（４）南部交通開発プロジェクト（Southern Transport Development Project：STDP） 

Mr. D. B. Wanasinghe O & M Engineer, Management Consultant, STDP 
 

＜日本国側＞ 

在スリランカ日本国大使館 

林 活歩 経済協力班２等書記官 

 

１－８ 協議概要 

（１）MOHRD Secretary 
本調査団は、MOHRD Secretaryと、高速道路の開通時期、EAの準備状況・今後の予定およ

びプロジェクト活動概要について協議を実施した。 

南部高速道路（Southern Expressway：SE）の全線開通は、2011年３月頃の予定であること
を確認した。プロ形調査時に意向のあった、2010年７月Kottawa-Kunrundugahahetemaの部分開
通については、工事の進捗状況から難しいとのことであった。 

 

EAの準備に取りかかるため、2008年11月よりRDA内に３名のスタッフ（他部署と兼務）か
らなるEMUが設置された。2009年３月から、３名のスタッフに代わり、常勤のスタッフ５名
をEMUに配置する予定であり、現在人員を募集（２月13日期限）しており、募集後、面接を
実施し、３月10日までには常勤スタッフ５名を任命する予定であることを確認した。また、

EAへのフルスタッフの配属は、遅くともSE開通の６か月前（2010年９月）であることを確認
した。 
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（２）RDA 
本調査団は、RDAと、高速道路の運営管理に関する検討状況の確認およびプロジェクト活

動案の詳細について協議を実施した。詳細については、本報告書の「第４章 協力への提言」

による。 

 

（３）ERD 
ERDは、財務省の中の部署であり、ODAに関連するプロジェクトの調整・承認を実施して

いる。本調査団は、MOHRDおよびRDAとM/M署名後、ERDを訪問し、M/Mの説明および署名
を行った。ERDから本プロジェクトに対して要望等は特になかった。 
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第２章 南部高速道路の建設状況 
 

スリランカ国の高速道路網は、表２－１および巻頭の「調査対象地域図１」に示すように、５

つの高速道路事業の計画および建設が行われている。 

 

表２－１ スリランカ国の高速道路計画 

名称 起終点 距離 状況 

南部高速道路（SE） Kottawa-Godagama 126km 建設中 

コロンボ外郭環状道路（OCH） Kerawelapitiya-Kottawa 28km 詳細設計 

コロンボ－キャンディ高速道路（CKdE） Kadawata-Katugastota 98km 基本設計完了 

コロンボ－カトナケヤ高速道路（CKE） New Kelani Bridge-Katunayake 25km 建設再開計画中 

カトナケヤ－パデニヤ－アヌダラプラ Kaunayake-Padeniya-Anuradhapura 153km 詳細設計中 

合計 － 430km － 

 

南部高速道路（Southern Expressway：SE）は、コロンボの南東約25kmにあるKottawaから、Godagama
までの延長130kmの高速道路である。Godagamaは国道A24により、約６km先にあるMataraへとつな
がっている。また、SEの建設プロジェクトには、Pinnaduwa ICからGalleにつながる国道A２の建
設も含まれている。道路用地は、将来の交通量の増加を想定し、全線６車線で確保されている。 

 

SEの建設プロジェクトは、ADBとJICAの融資により現在進められており、Kurundugahahetekma 
以南がADBセクション、以北がJICAセクションとなっている。 
 

ADBセクションは、KUMAGAI GUMI CO., LTD.により、2003年に建設が開始された。当初、全
区間２車線での施工を行っていたが、大統領の指示により（2007年９月）全区間４車線での建設

を標準とした。そのためKurundugahahetekmaからGalleまでの北部区間を４車線で施工し、Galleか
らMataraまでの南部区間は工事中止となった。北部区間は、2009年９月の完成を予定している。南
部区間は、現在のところ工事開始の目処が立っていない。 

 

JICAセクションは、当初４車線区間と２車線区間が混在していたが、現在、全区間４車線で建
設が行われている。Kottawa-Dodangodaの北部区間は、China Haborにより、2005年９月に工事開始、
2010年10月の完了に向け工事中である。Dodangoda-Kurundugahahetekmaの南部区間は、TAISEI 
CORPORATIONにより、2006年３月工事開始、2010年９月の完了に向け工事中である。 
本調査団が確認したSEの2009年12月末現在の出来高および工事完了時期を表２－２に示す。 

 

表２－２ SEの出来高および工事完了時期 

Section名 区間 
延長 
（km） 

出来高 
（2008.12末） 

建設完了時期 

JICA Section1 Kottawa-Dodangoda 34.7 46％ 2010.10 

JICA Section2 Dodangoda-Kurundugahahetekuma 31.7 38％ 2010.9 

ADB Section Kurundugahahetekuma-Galle 29.3 63％ 2009.9 

ADB以南 Pinnaduwa-Matara 30.2 約25％ 未定 
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第３章 高速道路の運営管理に関する検討状況 
 

高速道路の運営・管理の検討について、プロ形調査の段階から大きな進捗はなかった。今回収

集した報告書およびRDA等との打合せにより確認した、現在の高速道路の運営管理に関する検討
状況について、「３－１」～「３－４」に記載する。 

 

３－１ EAの設置 

高速道路の運営管理は、既存の政府組織内に部局を設けるのではなく、MOHRDのもとに独立し
た高速道路のための管理庁を新たに設置することにより実施する方向で進められている。 

 

EA設置については、EA法案の上位法となる高速道路法（Thoroughfare Act）が、2008年11月に
国会で承認された。現在、2009年５月頃のEA法案の国会承認に向け準備中とのことである。 
 

一方、EAの準備に取りかかるため、2008年11月にRDA内に表３－１に示す３名のスタッフ（他
部署と兼務）からなるEMUが設置された。また、2009年３月からは、３名のスタッフに代わり、
常勤のスタッフ５名をEMUに配置する予定であり、現在人員を募集している。募集後、面接を実
施し、３月10日までには常勤スタッフ５名を任命する予定である。 

 

また、遅くとも開通の６か月前（2010年９月）までには、EAにフルスタッフを配属する予定で
ある。 

 

表３－１ EMUメンバー 

No. 氏 名 所 属 

１ Ms. D. N. Siyambalapitiya Deputy Director（Planning） 

２ Mr. H. M. M. Nizar Deputy Director（STDP） 

３ Mr. B. D. S. Kumar Deputy Director（CKAH） 

 

３－２ EAの組織体制 

プロ形調査で確認したとおり、EAは図３－１に示すように、本社、交通管理を行う非常警報セ
ンター（Emergency Alarm Center：EAC）とPermanent Posts（PPs）、点検・維持管理を行うMaintenance 
Posts（MPs）、料金収受を行うToll Officesから構成される。 
交通管理を行うEAC、PPsには、EA職員以外に警察およびAmbulance/Rescue/Fire（ARF）から職

員が配属される予定になっている。点検・維持管理を行うMPsは、性能規定型契約により民間会社
のみで構成される。また、料金収受を行うToll Officeは、EA職員のみで構成される予定である。 
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図３－１ EAと関連する機関の組織構成 
 

EAの組織体制は、“Operation and Maintenance Final Report 2008.12”の報告書において図３－２の
とおり提案されている。 
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図３－２ 現在提案されているEAの組織体制 
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３－３ 基準類 

高速道路運営管理に関する基準類として、RDAによってこれまで作成されたものを表３－２に
示す。 

 

表３－２ RDA作成の仕様書等 

No. 表題 

１ Outline Standard Bidding Documents 
Procurement of Works and Services under Out put- and Performance- Based Road Maintenance 
Contracts and Maintenance Performance Specifications for the Expressway Authority, Sri Lanka 
Dec. 2008 

２ ROAD PERFORMANCE STANDARDS FOR PERFORMANCE BASED MAINTENANCE 
CONTRACTS LEVEL OF SERVICE（LOS） REQUIREMENTS 

３ OPERATIONS AND MAINTENANCE, EXPRESSWAY MODEL MAINTENANCE MANUAL

 

３－４ 他ドナーの今後の支援 

プロ形調査時に検討を行っていたFinnroad（ノルウェーの援助のもとコンサルタント３名体制）
は、2009年１月に契約を終了している。Finnroadのあとを受け、2009年２月より、フランスのコン
サルタント（ADB傭上）が引き続き検討を実施している。本コンサルタントのTORを以下に記す。 
 

以下の運営・管理項目についてRDAへの支援 
・財務関係を含むすべての面におけるEAの円滑な設立と機能 
・運営・管理の総合的なフレームワークの作成の支援 

・救急活動計画と道路法の施行の検討 

・運営・管理の契約先に関する調達作業 

・EAの運営・管理能力向上プログラムの実行と研修の実施 
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第４章 協力への提言 
 

４－１ 協力概要 

（１）協力の基本方針 

プロジェクトの基本方針は、プロ形調査から変更なく、高速道路の運営管理に必要となる

「交通管理」、「点検・維持修繕」、「料金収受」におけるEAの体制構築・能力強化の支援とす
る。このため、①施設、設備、機材の設置、②EAの組織外となる高速道路の運営管理に関係
する機関（警察、救急など）の体制構築・能力強化③民間会社への能力強化については、助

言は行うものの、直接協力や指導を行うものではない。 

 

（２）協力相手先機関（カウンターパート先） 

プロジェクトの相手先機関は、プロ形調査から変更なくEAとし、EA設置までの期間はEMU
とする。また、相手先機関とプロジェクトの関係は図４－１のようになる。基本方針でも記

載したように、EAの組織外の機関や民間会社に対しては、直接協力や指導を行わないものと
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１ 相手先機関とプロジェクトの関係 

 

（３）協力期間 

EA法の国会承認は2009年５月頃の予定であるため、協力開始時期を2009年６月目標とした。
また、SEの開通時期（2011年３月）およびプロ形調査において、スリランカ国政府から要望
のあった開通後のフォローアップ期間６か月の確保を考慮し、プロジェクト期間は2009年６

月から2011年８月の27か月間とした。 

 

（４）協力地域 

要請時点では、SE、OCHの両高速道路であったが、本プロジェクト期間中のOCHの開通は
困難なため、SEのみを協力対象箇所とした。 

EA HQ
(EA staff)

MPs
(Private
Comp)

EAC
(EA staff)
(Police)
(ARF)

MoHRD

RDA

Toll Offices
(EA staff)

Police Ambulance/
Rescue/

Fire

The Project
 (Expert)

PPs
(EA staff)
(Police)
(ARF)

Support/ Advise

Support/Advise

Support/
Advise

Support/ Advise
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（５）活動概要 

プロジェクトの活動は、以下３項目からなる。 

１）EAの体制構築 
EA内の体制のレビューを行い、適切な組織、業務内容・分担、人員の配置を構築する。 

２）交通管理、点検・維持管理、料金収受に関するEA職員の技術・能力の定着・向上 
高速道路の運営・管理に関する仕様書・基準・マニュアルの作成・レビュー、それらの

マニュアルを用いて、EA職員の交通管理、点検・維持管理、料金収受に関する技術・能力
の向上を行う。 

３）高速道路供用後のOJTおよび体系、仕様書・基準・マニュアルの見直し 
高速道路供用後、EA職員に対して、実際の高速道路を利用し、交通管理、点検・維持管

理、料金収受に関するOJTを行う。供用後、EAの体制、仕様書・基準・マニュアルに不備
がある場合は見直しを行う。 

 

４－２ 協力内容 

４－２－１ 協力の目標 

（１）協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標 

１）プロジェクト目標 

EAに高速道路の運営管理能力が定着する。 
２）指標 

①EAは、交通事故、落下物等の異常事態時に、規定する時間内に現場に急行し、処理を
講じることができる。 

②EAは、適切な点検・維持管理が実施できる。 
③EAは、料金の収受、確認、保管、送金ができる。 

 

（２）協力終了後に期待される目標（上位目標）と指標 

１）上位目標 

スリランカ国の道路輸送能力が向上する。 

２）指標 

主要都市を結ぶ区間の自動車移動時間が短縮する。 

 

４－２－２ 成果（アウトプット）と指標・活動 

（１）成果・指標・活動１ 

１）成果１ 

交通管理、点検・維持修繕、料金収受にかかるEAの組織体制が構築される。 
２）指標１ 

①EAの交通管理、点検・維持修繕、料金収受のための組織が設置される。 
②EAの交通管理、点検・維持修繕、料金収受のための各組織の業務内容が適切に分担さ
れる。 

③EAの交通管理、点検・維持修繕、料金収受のための各組織に適切な人員が割り当てら
れる。 
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３）活動１ 

①プロジェクトの詳細計画を作成する。 

高速道路の開通を2011年３月に予定しているため、プロジェクト開始後20か月弱で

高速道路の運営・維持管理体制を構築・整備する必要がある。また、「４－４ 外部要

因」に記載のとおり、プロジェクト目標達成、成果達成のためには、RDAや他の関連
する機関によって実施されなければならない様々な外部要因がある。よって、高速道

路の運営管理に関連する機関と十分に協議を行い、効率的に業務を実施できるようプ

ロジェクトの詳細計画を作成する。 

②RDAにより提案されたEAの組織案および各組織の業務内容について見直しを行う。 
「３－２」に記載のとおり、“Operation and Maintenance Final Report 2008.12” におい

てEAの組織案が提案されている。しかし、本社とPPs、MPs、Toll Office等の地域事務
所との業務分け等については、ほとんど議論されていないのが現状である。よって、

地域事務所も含めた組織体制の見直しを行う。 

③EAの組織を構築する。 
②の見直しをもとにEAの組織体系を構築する。 

④EAの各組織の業務内容を構築する。 
各組織ごとの業務内容および組織間の業務区分を明確にする。 

⑤EAの人員配置を構築する。 
EAの組織、業務内容をもとに適切な人員配置体制を構築する。 
現在、SEの運営管理のために、供用前に配置されるEAの職員数は200名程度が想定

されている。これらの人員を確保するには、MOHRDおよびRDAが、職員の必要性を十
分に理解し、早め早めに人員の募集・確保を行う必要がある。また、PoliceおよびARF
からの職員の出向も予定しているため、協議のサポートも必要となる。 

 

（２）成果・指標・活動２ 

１）成果２ 

EA職員の交通管理、点検・維持管理、料金収受の能力が定着される。 
２）指標２ 

①総括的な運営・維持管理訓練が実施される。 

②交通管理マニュアル、点検・維持修繕、および料金収受の仕様書・基準・マニュアル

が作成される。 

③マニュアルを活用した、交通管理、点検・維持修繕、および料金収受訓練が実施され

る。 

３）活動２ 

①総括的な運営・維持管理訓練が実施される。 

EAの組織構築にかかわるMOHRDやRDAの上層部と本プロジェクトのカウンターパ
ートに対して、高速道路の運営管理全般を広く理解するための研修・訓練を行う。実

施方法は、「４－３－１（２）１）」記載の本邦研修やワークショップ等を有効に活用

し行うものとする。 

訓練を受けたカウンターパートが、今後配属されるEA職員や高速道路の運営管理に
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関連する他の機関に対して講義、指導を実施できるように訓練を行う必要がある。 

②以下にかかる交通管理マニュアルを作成する。 

・交通流を妨げる出来事の処理 

・情報の収集・処理・提供等 

マニュアル作成にあたっては、本邦研修、専門家、ローカルコンサルタント等を適

切に活用するとともに、設置が予定されている施設・設備等を把握し、現地に沿った

内容になるよう十分な配慮が必要である。 

日本で必要とされるもの（例えば、渋滞等の情報提供）が、必ずしもスリランカ国

で必要となるとは限らないため、現地状況、国民性等も十分に検討する必要がある。 

③点検・維持修繕にかかる仕様書・基準・マニュアルを見直す。 

すでに作成されている点検・維持管理のマニュアルの見直しを行う。マニュアル作

成にあたっては、本邦研修、専門家、ローカルコンサルタント等を適切に活用し、設

置が予定されている施設・設備等を把握し、現地に沿った内容になるよう十分な配慮

が必要である。 

④料金収受マニュアルを作成する。 

・料金収受、確認、保管、送金等 

マニュアル作成にあたっては、本邦研修、専門家等を適切に活用し、設置が予定さ

れている施設・設備等を把握し、現地に沿った内容になるよう十分な配慮が必要であ

る。 

⑤EAに対して交通管理訓練を行う。 
・交通流を妨げる出来事の処理 

・情報の収集・処理・提供等 

上記作成したマニュアル等を用いて、本プロジェクトのカウンターパートおよびEA
に配属される職員に対して、交通管理に関する研修・研修・訓練の項目案を表４－１

に示す。 
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表４－１ 交通管理の研修・訓練項目（案） 

組織 訓練項目 

EA本社 
EAC 

・交通管理計画の策定 
・資金調達、予算の配賦、予算執行管理 
・パトロール隊員、道路利用者等からの交通状況に関する情報収集 
・収集した情報による処理、提供 
・収集した情報による処理方針の検討・決定 
・PPsへの指示、監督 
・警察、救急等の他組織との協議（規制協議含む）、出動要請 
・交通事故分析、交通安全対策の計画策定 
・レッカー業者への出動要請 

PPs ・定期または臨時巡回 
・情報収集し、EACへの連絡 
・収集した情報による処理方針の検討 
・異常事態時の現場急行、交通規制、安全確保の措置 
・EAC、本社への報告 
・定期または臨時巡回結果の取りまとめ、報告 
・車両制限令違反車両の指導 

 

⑥EAに対して点検・維持修繕訓練を行う。 
上記作成したマニュアル等を用いて、本プロジェクトのカウンターパートおよびEA

に配属される職員に対して、点検・維持管理に関する研修・訓練を行う。研修・訓練

の項目案を表４－２に示す。 

 

表４－２ 点検・維持管理の研修・訓練項目（案） 

組織 業務概要 

EA本社 ・保全点検・維持修繕業務の計画策定 
・改良・防災対策の計画策定 
・資金調達、予算の配賦、予算執行管理 
・点検・維持修繕業務に関するMPsへの監督、指導、監査 
・安全管理 
・業務実施に必要となる交通規制の警察との協議 
・業務実施に伴う地元関係者等との協議・調整 

MPs ・点検・維持修繕業務の実施 
・点検・維持修繕に必要となる交通規制の実施 
・本社への報告 
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⑦EAに対して料金収受訓練を行う。 
・収受、確認、保管、送金等 

上記作成したマニュアル等を用いて、本プロジェクトのカウンターパートおよびEA
に配属される職員に対して、料金収受に関する研修・訓練を行う。研修・訓練の項目

案を表４－３に示す。 

 

表４－３ 料金収受の研修・訓練項目（案） 

組織 業務概要 

EA本社 ・料金収受に関する計画策定 
・資金調達、予算の配賦、予算執行管理 
・出入口必要車線数、料金所配置人員の検討・指導 
・通行券の作成、管理 
・管内交通量の把握 
・収受業務の監督、指導、監査 
・道路利用者からの問い合わせへの回答 

Toll Office ・収受業務 
・通行券の保管、補充 
・収受金の照合審査、保管 
・適正な車線運用、人員配置の実施 
・料金収受関連の本社への報告 

 

（３）成果・指標・活動３ 

１）成果３ 

高速道路供用後、EAによって、交通管理、点検・維持修繕、料金収受が実施される。 
２）指標３ 

①高速道路供用後、マニュアルを用いて交通管理および点検・維持修繕、料金収受にか

かるOJT訓練が実施される。 
②EA組織、および交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する仕様書・基準・マニュ
アルが見直される。 

３）活動３ 

①EAに対して供用前に交通管理にかかる実施シミュレーション訓練および供用後のフォ
ローアップ訓練を行う。 

EA職員を対象に、完成した施設、設備を用いて交通管理に関する現地訓練を行うと
ともに、高速道路供用後は実際の業務を通してフォローアップ訓練を行う。OJTの重点
項目案を表４－４に示す。 
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表４－４ 交通管理のOJT重点項目（案） 

組織 訓練項目 

EA本社 
EAC 

・パトロール隊員、道路利用者等からの交通状況に関する情報収集 
・収集した情報による処理、提供 
・収集した情報による処理方針の検討・決定 
・PPsへの指示、監督 
・警察、救急等の他組織との協議（規制協議含む）、出動要請 
・交通事故分析、交通安全対策の計画策定 
・レッカー業者への出動要請 

PPs ・定期または臨時巡回 
・情報収集し、EACへの連絡 
・収集した情報による処理方針の検討 
・異常事態時の現場急行、交通規制、安全確保の措置 
・EAC、本社への報告 
・定期または臨時巡回結果の取りまとめ、報告 
・車両制限令違反車両の指導 

 

②EAに対して供用前に点検・維持修繕にかかる実施シミュレーション訓練および供用後
のフォローアップ訓練を行う。 

EA職員を対象に、完成した施設、設備を用いて点検・維持管理に関する現地訓練を
行うとともに、高速道路供用後は実際の業務を通してフォローアップ訓練を行う。OJT
の重点項目案を表４－５に示す。 

 

表４－５ 点検・維持管理のOJT訓練重点項目（案） 

組織 業務概要 

EA本社 ・点検・維持修繕業務に関するMPsへの監督、指導、監査 
・安全管理 
・業務実施に必要となる交通規制の警察との協議 
・業務実施に伴う地元関係者等との協議・調整 

MPs ・点検・維持修繕業務の実施 
・点検・維持修繕に必要となる交通規制の実施 
・本社への報告 

 

③EAに対して供用前に料金収受にかかる実施シミュレーション訓練および供用後のフォ
ローアップ訓練を行う。 

EA職員を対象に、完成した施設、設備を用いて料金収受に関する現地訓練を行うと
ともに、高速道路供用後は実際の業務を通してフォローアップ訓練を行う。OJTの重点
項目案を表４－６に示す。 
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表４－６ 料金収受のOJT重点項目（案） 

組織 業務概要 

EA本社 ・出入口必要車線数、料金所配置人員の検討・指導 
・通行券の作成、管理 
・管内交通量の把握 
・収受業務の監督、指導、監査 
・道路利用者からの問い合わせへの回答 

Toll Office ・収受業務 
・通行券の保管、補充 
・収受金の照合審査、保管 
・適正な車線運用、人員配置の実施 
・料金収受関連の本社への報告 

 

④EA組織、および交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する仕様書・基準・マニュ
アルについて見直す。 

完成した施設、設備を用いての現地訓練および高速道路供用後の現地状況、あるいは

フォローアップ訓練を通して、発生した問題・課題等を整理し対応・対策を検討すると

ともに、必要に応じてEAの組織やマニュアル等の見直しを行う。 
 

４－３ 投入（インプット） 

４－３－１ 日本側 

（１）専門家 

以下のとおり、７分野の専門家（高速道路全般、交通運営、交通管理、点検、維持、料

金収受、施設）および本邦研修をプロジェクト期間中、随時投入、実施することで双方合

意した。 

また、スリランカ国側と特に協議はしていないが、７分野の専門家のうち総括、交通運

営の２分野（２名）は、長期専門家として派遣する。 

ただし、長期専門家（総括）は、本プロジェクト開始と同時の派遣とするが、もう一名

の長期専門家の派遣は、プロジェクト開始６か月後からの派遣を予定している。よって、

長期専門家（総括）は、プロジェクト開始後、もう一名の長期専門家に必要とされる経験・

知識・能力を適切に判断し、TORを作成する必要がある。 
１）総括（高速道路運営管理全般） 

高速道路の運営・管理を実施する機関に所属し、高速道路の運営・管理の全般にわた

り、豊富な経験をもった長期専門家を配属する必要がある。プロジェクト期間中、本プ

ロジェクトの全体的な計画・調整・監理を行うとともに、EAの組織構築、必要となるマ
ニュアルの作成、訓練の実施を他専門家と共同して行う。あわせて、適切な時期に適切

な専門家および研修が配属・実施されるよう計画・調整を行う必要がある。 

２）交通運営 

高速道路の運営・管理を実施する機関に所属し、高速道路の交通制御・交通管理につ

いて、豊富な経験をもった専門家を配属する必要がある。プロジェクト期間中、交通運 
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営・管理のマニュアルの作成、訓練の実施を中心となって行う。 

３）交通管理 

高速道路の運営・管理を実施する機関に所属し、高速道路の交通管理について、豊富

な経験をもった専門家を配属する必要がある。プロジェクト期間中、交通管理のマニュ

アルの作成、訓練の実施を中心となって行う。 

４）点検 

高速道路の運営・管理を実施する機関に所属し、高速道路の点検について、豊富な経

験をもった専門家を配属する必要がある。プロジェクト期間中、点検のマニュアルの作

成、訓練の実施を中心となって行う。 

５）維持管理 

高速道路の運営・管理を実施する機関に所属し、高速道路の維持管理について、豊富

な経験をもった専門家を配属する必要がある。プロジェクト期間中、維持管理のマニュ

アルの作成、訓練の実施を中心となって行う。 

６）料金収受 

高速道路の運営・管理を実施する機関に所属し、高速道路の料金収受等に関連する業

務について、豊富な経験をもった専門家を配属する必要がある。プロジェクト期間中、

料金収受に関連するマニュアルの作成、訓練の実施を中心となって行う。 

７）施設管理 

高速道路の運営・管理を実施する機関に所属し、高速道路の施設管理について、豊富

な経験をもった専門家を配属する必要がある。プロジェクト期間中、施設管理に関連す

るマニュアルの作成、訓練の実施を中心となって行う。 

 

（２）本邦研修 

１）運営管理概要 

運営管理概要の本邦研修は、おそらく高速道路をこれまで見たことがないRDA職員（本
プロジェクトの遂行に権限をもつもの等）に対して、日本の高速道路の現況、運営管理

全般を実際に見てもらい、高速道路の運営管理全般にわたる知識を取得させることによ

り、本プロジェクトを円滑に進めることが目的である。そのため、プロジェクト開始後、

早急に実施することが望ましい。研修期間は２週間、受講者３名程度とする。研修案を

表４－７に示す。 
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表４－７ 運営管理概要本邦研修（案） 

番号 曜日 時間 区分 研修内容 

１ 日   成田着 

２ 月 AM  ブリーフィング、プログラム・オリエンテーション 

  PM 講義 日本の道路行政（高規格幹線道路、有料道路） 

３ 火 AM 講義 高速道路㈱の事業概要（一般） 

  PM 講義 高速道路の運営・維持管理（一般） 

４ 水 AM 見学 高速道路の見学 

  PM  （事務所、SA/PA/BS、IC等） 

５ 木 AM 見学 高速道路建設工事の現場見学 

  PM   

６ 金 AM 講義・見学 高速道路の交通管制業務 

  PM 講義・見学 高速道路の料金収受 

７ 土   休日（プレゼン・評価会資料の作成） 

８ 日   休日（プレゼン・評価会資料の作成） 

９ 月 AM 講義 高速道路の事務所、管理隊等、高速警察の役割 

  PM 見学 高速道路の交通管理、点検・維持管理業務 

10 火 AM 見学 東京湾アクアラインの見学 

  PM   

11 水 AM 講義 高速道路研究所の研究概要 

  PM 見学 高速道路研究所内の見学 

12 木 AM 講義 都市内高速道路の運営・管理 

  PM 見学 都市内高速道路の見学 

13 金 AM  プレゼン・評価会資料の作成 

  PM  プレゼンの実施、評価会 

14 土   成田発 

 

２）交通管理 

交通管理本邦研修は、交通運営・管理を担当するカウンターパートを対象にマニュア

ル類作成時に１か月間、およびEAフルスタッフ配属後にEAの交通運営・管理を行うEA
職員を対象に１か月間の計２回を予定している。 

①交通管理本邦研修 第一回 

・高速道路の運営・管理全般 

・高速道路の交通運営・交通管理に関する講義・見学 

・高速道路の交通運営・管理に関するマニュアル作成講義・実習 
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②交通管理本邦研修 第二回 

・高速道路の交通運営・交通管理に関する講義・見学 

・高速道路の交通運営・交通管理の現場実習 

３）点検・維持修繕 

点検・維持管理本邦研修は、点検・維持管理を担当するカウンターパートを対象にマ

ニュアル類作成時に１か月間、およびEAフルスタッフ配属後にEAの交通運営・管理関係
を行うEA職員を対象に１か月間の計２回を予定している。 
①点検・維持管理本邦研修 第一回 

・高速道路の運営・管理全般 

・高速道路の点検・維持管理に関する講義・見学 

・高速道路の点検・維持管理に関するマニュアル作成講義・実習 

②交通管理本邦研修 第二回 

・高速道路の点検・維持管理に関する講義・見学 

・高速道路の点検・維持管理に関する現場実習 

４）料金収受 

料金収受本邦研修は、EAフルスタッフ配属後にEAの料金収受に関連する業務を行う
EA職員を対象に１か月間行う。 
・高速道路の料金収受に関連する業務に関する講義・見学 

・高速道路の料金収受に関連する業務に関する現場実習 

 

（３）機材供与 

カウンターパート研修に必要となる機材 

 

４－３－２ スリランカ国側 

「４－１」に記載のEMU配属の常勤のスタッフ５名が、プロジェクトのカウンターパートにな
ること、カウンターパートは少なくとも３年間（プロジェクト期間中）変更がないことを確認

した。また、プロジェクト実施に必要となる執務室および関連機材は、スリランカ国側が用意

することで双方合意した。 

（１）カウンターパート 

（２）プロジェクト実施に必要な執務室および施設設備の提供 

（３）交通管理、点検・維持修繕、料金収受に必要な施設、設備、道具 

（４）アシスタントスタッフの提供 

 

４－４ 外部要因 

４－４－１ プロジェクト目標達成のための外部条件 

プロジェクト目標達成のための外部条件を以下に記す。 

・交通管理、点検・維持管理、料金収受に必要となる施設、設備、機械、道具が用意される。 

・RDAによって、関連する組織（警察、ARF等）の能力強化が実施される。 
・RDAによって、点検・維持管理を行う外部委託先に対して、適切な研修、指導が実施される。 
・供用までに国民の意識向上キャンペーンが実施される。 
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・レストエリアの運営管理体系が準備される。 

・バスターミナルの運営管理体系が整備される。 

 

４－４－２ 成果達成のための外部条件 

成果達成のための外部条件を以下に記す。 

・スリランカ国政府により、EAの設置に必要となるすべての活動が行われる。 
・RDAによって、交通管理、点検・維持修繕、料金収受のためのEAと関連する機関（警察、ARF
等）のフレームワークが設置される。 

・警察とARFがEACとPPsにフルタイム職員を出向させる。 
・ラジオやインターネット等による道路情報の提供手法が開発される。 

・点検・維持管理委託先の事前調査が実施される。 

・点検・維持管理の仕様書・基準・マニュアル案が作成される。 

・点検・維持管理委託先が選定される。 

・料金収受システム、料金水準の検討、それらの仕様書・基準・マニュアルが作成される。 

・RDAによって、料金水準が決定される。 
・SEが2011年中頃までに供用される。 

 

４－５ 実施上の留意点 

４－５－１ プロジェクト開始前 

（１）EMUについて 
2008年11月に配属されたEMUメンバー３名は、暫定メンバーであること、また、他部署

との兼務であることから、これまでの高速道路の運営・管理の検討内容を十分に理解してい

ない。今後、３月に任命された常勤スタッフ５名が、率先して高速道路の運営・管理を検討

していく必要がある。 

このため、常勤スタッフは、プロジェクト開始の６月までに、これまでの高速道路の運営・

管理の検討内容を十分に理解するとともに、開通までに必要な作業を把握する必要がある。 

アクションプランの作成、JICA事務所への進捗報告については、道路行政アドバイザー
（JICA専門家）、JICA事務所の指導のもと適切に行う必要がある。 

 

４－５－２ プロジェクト期間中 

（１）カウンターパートによるEA職員への技術移転 
「４－１」に記載のとおり、EAへのフルスタッフの配属は、（遅くとも）開通の６か月前

を予定している。配属されてから開通までの期間が短いため、カウンターパート５名が中心

になり、EA職員への交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する技術移転を実施する必
要がある。その点についてM/Mに記載し、スリランカ国側も合意しているが、プロジェク
ト期間中、カウンターパートは技術を学ぶだけでなく、技術移転の指導が行えるよう精進す

る必要がある。 
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（２）短期専門家の派遣時期 

プロジェクト期間中、５分野の短期専門家を計18回派遣することを予定している。カウン

ターパートの能力、プロジェクトの進捗状況等を考慮し、適切な時期に適切な規模の専門家

の投入を実施する必要がある。 

 

（３）本プロジェクトと他コンサルタントとの業務分担 

「４－３」に記載のとおり、ADB傭上のコンサルタントによる高速道路の運営・管理の
検討が開始している。本プロジェクトの実施項目との重複や漏れが発生しないように、プロ

ジェクト開始後、綿密な業務調整が必要である。 

 

（４）ローカルコンサルタントの活用 

限られた時間の中で、仕様書・基準・マニュアルの作成を専門家、カウンターパートのみ

で行うのは困難である。ローカルコンサルタントを活用するなどして対応する必要がある。 

（Finnroadによる高速道路の運営・管理の検討には、ローカルコンサルタントが活用され
ている。） 

 

（５）RDA、EAにおける検討事項 
プロジェクトの成果、目標を達成するためには、RDAあるいはEAによって、以下項目に

ついて検討し、実施する必要がある。そのため、プロジェクト実施中は、随時、進捗状況を

確認する必要がある〔PDM（案）においてもImportant Assumptionの項目に記載〕。 
①EAの設立 
②EAと関連する組織のフレームワーク構築 
③PoliceとARFがEAの組織であるEACおよびPPs（Policeのみ）に職員を配置すること 
④交通情報提供手法（ローカルラジオ、インターネット）の開発 

⑤点検・維持管理の外部委託先調査 

⑥点検・維持管理の契約先の決定 

⑦料金収受システム、料金水準の決定 

⑧施設・設備の設置 

⑨関連する組織、民間会社の能力定着・向上 

⑩国民の意識向上キャンペーン 

⑪レストエリアの運営・維持管理の検討 

⑫バスターミナルの運営・維持管理の検討 

 

（６）性能規定型維持管理について 

定期・緊急の点検・維持管理作業については、開通当初から性能規定型維持管理契約をも

とに民間会社で実施される予定となっている。しかし、スリランカ国の高速道路の性能管理

水準を決定するための明確な根拠となるデータが存在しないこと、また、性能を検査・監督

できるEA職員も存在しないのが現状であるため、供用当初から性能規定型維持管理を行う
ことは、時期尚早であることを説明した。スリランカ国側は、現段階では性能規定型維持管

理契約に関する基準類も作成しており、現在のところ変更する予定はないとのことであった。 



－26－ 

よって、M/Mで双方確認しているとおり、プロジェクト開始後、EMU/EAとプロジェク
ト専門家により、性能規定型維持管理実施のための必要条件、長所、短所を整理し、発

注形態について再度協議する必要がある。 

 

（７）建設から維持管理について 

現在、開始されていない防護柵工事、舗装工事（一部表層まで施工されている箇所有り）

等は、維持管理を行うことになる民間会社（MPs）を工事に立ち会わせるなどして、建設手
法を理解することによる維持管理能力の向上を図るのも一つの方策と考えられる（プロ形調

査指摘事項）。 

建設時に使用された設計図等は、適宜整理保管し、供用後の管理用図面として建設終期に

整備するよう確認しておく必要がある。施工時に設計を変更する場合があるので注意が必

要。また、供用後に現地の点検と図面の確認をさせておくことが望ましい。 

①平面図 

②縦断図 

③横断図 

④構造図（橋梁、踏掛版、法面補強工、舗装構造など） 

⑤排水系統図 

⑥施設関連詳細図 

・電気・通信関係（機器、機械、配線） 

・建築物 

・植栽台帳 

⑦各種安全施設台帳（ガードレール、標識、路面標示など） 

⑧土地境界関係書類 

 

４－５－３ その他 

（１）アクセス道路について 

高速道路のICに接続するアクセス道路として、９箇所の整備が予定されていた。しかし、
資金が準備できず９箇所中５箇所は整備の目処がたっていない。アクセス道路の整備は、高

速道路の利用を促進するうえで必要不可欠である。今回、JICAより、MOHRDのSecretaryに、
アクセス道路整備の必要性を伝えている。今後も引き続きアクセス道路整備の必要性を伝え

る必要がある。 

アクセス道路の整備が遅れる場合、現道の規格や耐力を確認したうえで、大型車を除き車

種限定で供用するのか否かについても検討が必要と思われる。また、一般道に設置する標識

についても、段階施工が必要になる。 

 

（２）将来交通量 

EAに配布される予算や料金水準は、まだ決定されていない。現在、料金水準の検討は、
2000年にRDAにより予測された将来交通量をもとに行われている。アクセス道路の未整備
等が発生した場合、将来交通量の見直しも必要と考えられる。 

利用交通量予測の変化は収入予測に反映されるため、維持管理有料を前提とする有料道路
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事業のEAの財源や償還計画に影響してくるため、EAおよびMOHRDとして前提条件を含め
た根拠のしっかりした需要推計と把握が重要である。 

 



－28－ 

第５章 事業事前評価 
 

５－１ 評価５項目による評価結果 

５－１－１ 妥当性 

この案件は以下の理由から妥当性が高いと判断できる。 

・スリランカ国は、国内輸送の大半を道路に依存している。将来的には地方とコロンボ首都圏

を結ぶ高速道路網整備が計画されており、これらの高速道路の維持管理を効率的に行うこと

は、安全性・定時性の確保による、一般住民および国内産業物流の利便性に貢献することが

期待されている。 

・スリランカ国の長期国家開発計画（2006～2016年）の総括的方針としては「国内全域へのア

クセシビリティの提供と、旅客の物資輸送にかかる高品質の道路ネットワークの確保」を前

提とし、戦略活動として「高速道路のリハビリテーションと維持管理」に優先順位を高く設

定している。 

・これまで当該分野に関しては、2006年から2009年にかけてノルウェー政府の支援によりコン

サルティングサービスが実施され、その成果として高速道路管理庁（EA）設立が達成されよ
うとしているが、組織体制等については十分に議論されているとは言い難く、自助努力に委

ねられている。スリランカ国側には一般道路の管理についての知見はあるものの、高速道路

の運営管理を自助努力により実施していくことは困難である。 

・日本の高速道路の運営・維持管理に関する評価は世界的に高く、また、我が国の対スリラン

カ援助政策の重点分野として「国全体のネットワーク整備の一環として、北・東部と南部を

有機的に連結した基幹交通網の整備を図る必要があり、これらの課題を解決するための制度

面での様々な制約を克服するための制度改革を支援することが同時に必要である。」としてい

る。 

 

５－１－２ 有効性 

この案件は以下の理由から有効性が見込める。 

・本プロジェクトでは、高速道路の運営管理の主業務となる「交通管理」、「点検・維持修繕」、

「料金収受」の３項目に対する技術協力を計画している。 

・プロジェクト目標達成の外部条件となる「必要となる施設・設備等の設置」は、円借款ある

いは他ドナーの支援により、現在、検討・設計が行われている、また、バスターミナル、レ

ストエリアの検討もRDAが中心となり鋭意進められている。 
・スリランカ国初の高速道路を対象としたプロジェクトとなるため、現段階でスリランカ国の

高速道路に求められる性能・サービスレベルを明確に設定することは困難である。よって、

プロジェクト目標の指標として、異常事態時（事故、落下物等）の規定時間内の処理、適切

な点検・維持修繕の実施、料金の収受・確認・保管・送金としている。 

 

５－１－３ 効率性 

この案件は、以下の理由から効率的な実施が見込まれる。 

・スリランカ国で初の高速道路供用を2011年３月を予定しているため、本プロジェクトの活

動を実施し、成果を上げるためには2009年６月からのプロジェクト開始は必要不可欠である。 
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・プロジェクトには、高速道路供用後、６か月間のフォローアップ訓練を予定しており、供用

前の成果の検証を行う体制としているため、効率的な能力の定着が図れる。 

・投入規模は、「４－３－１」に示すとおり、２分野の長期専門家、５分野の短期専門家、およ

び４テーマの本邦研修を適宜投入・実施する予定である。 

 

５－１－４ インパクト 

この案件のインパクトは以下のように予測できる。 

・2001年に実施された、南部高速道路の2015年の交通量予測によると、30,000台／日程度の交通
量が見込まれており、高速道路の整備および本プロジェクトによる運営管理の技術支援が実

施されることにより、国内道路輸送能力向上に大きく貢献する。 

・EAにより、高速道路の適切な運営維持管理が実施されることにより、円滑な車両の移動が確
保されることにより、廃棄ガスの低減効果が期待される。 

・スリランカ国では、SE以外に約300kmの高速道路の整備が検討されており、それらの運営管
理もEAが実施する方向であるため、本プロジェクトの波及効果が期待される。 

 

５－１－５ 自立発展性 

以下のことから、本案件による効果は、相手国政府によりプロジェクト終了後も継続される

見込みである。 

・本プロジェクトの対象とする高速道路運営管理は、スリランカ国の長期国家開発戦略の優先

課題である高品質の道路ネットワークの確保に直接関わるものであるため、政府による十分

な支援体制が期待される。 

・南部高速道路の供用６か月前には、EAにフルスタッフ（200名程度と想定）の配属が予定さ
れているため、本プロジェクトにおいて、作成した基準類等を用いてEA全職員に対する運営
維持管理の技術指導を実施することが可能である。 

・本プロジェクトは、組織体制の構築から支援するためEAにおける人材育成の観点を踏まえ、
組織を整備することが可能となる。 

 

５－２ 貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

負の影響はない。 
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JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY

QUESTIONNAIRE
FOR

THE PRELIMINARY STUDY
FOR

EXPRESSWAY ADMINISTRATION PROJECT

JANUARY 2009



   This questionnaire is prepared by the following questionnaire for JICA project
preliminary study team on the titled study. Please make the descriptive answers and
attach the related materials requested in this questionnaire. The relevant data in hard
copy, PC file or CD will be very appreciated. Your answer will greatly help the process of
Scope of Works discussion and the make of project formulation studies report that will
facilitate the main study to come.

   Thank you for your kind cooperation.



Jan. 2009
JICA

Questionnaire of Expressway Administration Project

Availability Place of Information Available

1. Expressway plans

Please provide us with the following necessary information by forms of document, report and/or database.

1- 1 The latest Expressway network maps in Sri Lanka. available
RDA ,Planning Division , 9th floor,
"Sethsiripaya" ,Battaramulla

1- 2

1. When will each construction of the JBIC Section(1) of SE
be completed?（Main line, Interchange, Establishments and
Facilities etc.)
2. How many percent of each construction has been done？

Original Contract Completion date of Construction of Main line & Interchange is
18th Sept. 2009 and expected to be completed in October 2010.  the Original
Contract Price is SLR 9.2 Billion and Expected Final Contract Price is SLR 14.2
Billion. the  Progress of  the Construction is 45.7% based on the Original Contract
Price of SLR 9.2 Billion. Tolling facilities and Rest Araes - Outline design completed.
Detail design and construction is not yet commenced. GOSL seeking financial
assistance for same

1- 3

1. When will each construction of the JBIC Section(2) of SE
be completed?（Main line, Interchange, Establishments and
Facilities etc.)
2. How many percent of each construction has been done？

Original Contract Completion date of Construction of Main line & Interchange is 23rd
March 2010 for 2-lane width and expected to be completed in September 2010 for
4-lane width. the Original Contract Price is SLR 9.4 Billion and Expected Final
Contract Price is SLR 25 Billion. the  Progress of  the Construction is 64% based on
the Revised Contract Price of SLR 25 Billion. Tolling facilities and Rest Araes -
Outline design completed. Detail design and construction is not yet commenced.
GOSL seeking financial assistance for same

1- 4

1. When will each construction of the ADB Section of SE be
completed? （Main line, Interchange, Establishments and
Facilities etc.)
2. How many percent of each construction has been done？

Original Contract Completion date of Construction of Main line & Interchange is
25th April 2006 for 2-lane width and expected to be completed in September 2009
for 4-lane width.  the Original Contract Price is SLR 8.7 Billion and Expected Final
Contract Price is SLR 15.3 Billion. the  Progress of  the Construction is 37.5% based
on the Original Contract Price of SLR 9.4 Billion. Tolling facilities and Rest Araes -
Outline design completed. Detail design and construction is not yet commenced.
GOSL seeking financial assistance for same

Description
NO. Questions



Jan. 2009
JICA

Availability Place of Information Available

Description
NO. Questions

1- 5

1. What is the current status of the southern section below
ADB Section (sub-Kurundugahahaetekuma) of SE?
2. When will each construction be completed? （Main line,
Interchange, Establishments and Facilities etc.)
3. How many percent of each construction h

Construction of Main line & Interchange is partially completed for 2- lane width and
work has presently been suspended. GOSL is seeking financial assistance to
complete the balance work

1- 6
What is the current status and the schedule of construction
or improvement of access roads to each interchanges?

improvement of RDA access roads to each interchanges is in progress,

10- 7 What is the current status of rest areas in SE? Detail design and construction is not yet commenced

10- 8 What is the current status of bus terminals in SE?
Preparing Land use plan is in progress under ADB techinical assistance. Location of
bus terminals will be finalized in the land use plan. Detail design and construction is
pending

1- 9

The JICA Mission for the Project Formulation Study in
Aug.-Sep (hereinafter referred to as "JICA Mission")
confirmed that the SE opening will be in the middle of 2011
and the part section (from Colombo to Galle) opening will be
expected in June 2010. Plea

RDA expects to open SE in the middle of 2011

1. What is the current status of the Stage1 of OCH?
Modified bidding document have been issued to all four pre-qualified
bidders.

Land Acquisition for ROW is nearing completion.

2. When will the constructions be started and ended? August 2009 - June 2013
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Availability Place of Information Available

Description
NO. Questions

1. What is the current status of the Stage2 of OCH?

Tender documents need to be revised in order to incorporate certain
decisions taken recently with regard to Northern Section - I to keep in
line with Southern Section Supervision Consultant have been assigned
to attend above requirement. Land Acquisition is in progress.

2. When will the constructions be started and ended? September 2009 - August 2012

1- 12
1. What is the current status of the northern section of
OCH?
2. When will the constructions be started and ended?

Basic Design has been completed. Land Acquisition based on Basic
Design Drawings is in progress. Funding arrangement has not been
finalized.

Phase I :

From Kadawatha to Ambepussa (48.2km)

Main alignment finalized. Overpass & underpass survey work 80%
complete.

0-10km RoW drawings completed and Land Acquisition preliminary works
(Gazette & Resettlement Action Plan preparation) are in progress.

 Asset ownership During the concession period it will be with the Concessionaire
(Proposed period is 35 years).

Proposed

Construction commencement :  year 2011

                      Completion        :  year 2015

1. What is the current status of CKE?

The Construction Contract has been awarded to a Chinese Contractor
for implementing the project on EPC/Turnkey basis.  The Loan
Agreement is being discussed between the Government of Sri Lanka
(GOSL) and the EXIM Bank of China.  The land acquisition and major
utility shifting works are in progress.

Asset Ownership                                     -  Public

Construction                                            -  Private

Operation & Maintenance                       -  Public

Capital Investment & Commercial risk  -  Public

3.When will the constructions be started and ended
The Contractor has mobilized and preparation of camp site,
investigations and designs are in progress. The project would tentatively
be completed in April 2012.

1-

1-

11

2. Who will have the asset ownership, constructions,
operations and maintenance, capital investment and
commercial risk of CKE, public or private sector?

14

1. What is the current status of CKdE?
2. Who will have the asset ownership, constructions,
operations and maintenance, capital investment and
commercial risk of CKdE, public or private sector?

131-

3. When will the constructions be started and ended?
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1- 15

1. What is the current status of KPA?
2. Who will have the asset ownership, constructions,
operations and maintenance, capital investment and
commercial risk of the southern section of OCH of SE,
public or private sector?
3. When will the constructions be started and ended

Anuradhapura padeniya road directly connect to the Katunayake or not

1. Do you have any other plans or proposes of Expressways
in Sri Lanka?

1. Intended to develop Nothern Expressway & Katunayake padeniya road
will be part to fit.

2. If any, what are their current status and schedule?  2.Still in conceptual stage

2 Establishment of Expressway Authority and Expressway Management Unit

Please provide us with  the following necessary information by forms of document, report and/or database.

2- 1
The JICA Mission confirmed that EMU full members will be
appointed in March 2009. What is the current status and
schedule?

Application already been called & appointment will be done early March

1. How many members will be appointed EMU staff in March
2009? 03 members

2. JICA anticipates that persons experienced enough to road
operation and maintenance will be appointed EMU staff. Is
this correct?

Three members will have more than 10 years Experienced in road/bridge
construction & maintenance work.

2- 3
The JICA Mission confirmed that EA will start-up officially in
July 2009. What is the current status and schedule?

It isaccordance with the minutes of the meeting sign on……..

2- 4

1. How many members will be appointed EA staff in EA
start-up and SE opening?
2. JICA anticipates that the Chairman and the General
Manager of EMU be nominated to them of EA. Is this
correct?
3. Please provide us with the latest organizational chart of
EA

Not decided. Initially EMU will be setup under RDA Geneeral manager &
once EA established those officers will be transferred to EA

1- 16

22-
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2- 5 Where will the office of EA HQs be located? Not decided.

3. Establishments, facilities, and materials for Traffic control, Inspection and Maintenance, and Toll Collection 

Please provide us with the following necessary information by forms of document, report and/or database.

3- 1

What is the current design and construction of the
establishment, facilites and materials for traffic control?
(e.g. EAC office, PPs offices, signs, weign bridges, Speed
trap devices, patrol car etc.)

This already been discussed in Operation & maintenance report prepared
by Finroad Ltd.

3- 2

What is the current design and construction of the
establishment, facilites and materials for inspection and
maintenance?
(e.g. MPs offices, Inspction tool etc.)

 '-do-

3- 3
What is the current design and construction of the
establishment, facilites and materials for toll collection?
(e.g. Toll offices, Toll booth etc.)

toll system under review.

4 The others

Please provide us with the following necessary information by forms of document, report and/or database.

4- 1

Provide us with the information in the changes or progress
with "ANNEX3 The Progress of the study and preparation
on Operation and Maintenance of expressway by Sri Lanka
side, MINUTES OF MEETINGS FOR THE PROJECT
FORMULATION STUDY ON EXPRESSWAY ADMINISTRAT

attached
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4- 2

What is the current status and the schedule of  the
cooperation with the following authorities?
- Ministry of Transport
- Police Department
- Motor Traffic Department
- Local Government Authorities
- Grama Seva Nilaradise
- Health Department
- Agrarian Se

Co ordination between other organizations & communication in progress.

4- 3
Please provide us with the list of Specifications/ Standards/
Manuals for expressway operation and maintenance
developed or being made by RDA.

copy attached

4- 4

1. The JICA Mission confirmed that a consultant by ADB will
begin to study expressway operation and maintenance in
Dec. 2008.　What is the correct status and schedule?
2. What are the outlines by the consultant?

New management Consultant comments their operations on February 1st 2009

4- 5
Please provide us with the latest Expressway traffic volume
forecast report. (We have the traffic volume forecast for
2015 by RDA n Mar. 2001.)

Not studied 

4- 6
The JICA Mission confirmed that the expressway toll level
was being revised by consultants (Maunsell). =Please provide
us with the report. Was the toll level decided by RDA?

Consultant report has been submitted. Toll level may not submitted
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4- 7
Is the budget of operation of EA and maintenance of SE
covered by all the tolls or is the partial budget covered by
the national budgets (e.g. road fund)?

Not yet finalized

4- 8
The JICA　Mission confirmed that Police, ARF and RDA are
going to mutually agree that Police and ARF send the full
time staff to EA. What is the current status and schedule?

Not yet finalized

4- 9

1. Are their any roads under Output- and Performance-
Based Road Maintenance Contract?
2. If any, please provide us with their contract documents
and their reports?
3. Are their contracts successful what's the current status?

Not yet implemented. However RDA is in the process of preparing
document for Performance Based Road Maintenance Contract.

4- 10 Will you apply OPMRC to routine and emergency works? -

4- 11
What is the current status of the study of public awareness
campaigns of expressways?
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4- 12
12 vehicle classes from cars to six axle vehicles are
available expressway and pedestrians, bicycles, three
wheelers and motorcycles are prohibited. Is this correct?

      Correct

4- 13

The expressway speed limit decided 110km/h as the
maximum speed and is proposed 60km/h as the minimum
speed and 70km/h as the initial maximum speed in
"OPERATION AND MAINTENANCE FINAL REPORT in Dec.
2008". Are you going to set each speed limit for vehicle

Speed limit under review by a comments.  Approval to be taken by  the
Secretary Ministry of Highways and Road Development

4- 14

The following reports , which are specific in "Operations and
Maintenance, Final Report" (Finnroad Dec.2008).
- Outline Standard Bidding Documents for OPMRC included
Maintenance Specifications, Dec. 2008
- The Draft Terms of Reference for the detailed eng

First two reports are available but TOR is not available

4- 15
In addition to the above-mentioned documents and the
reports that JICA Mission was provided, if there are any
studies of O＆M, please provide us with the reports.

None
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Questionnaire of Expressway Administration Project

1. Expressway plans

Please provide us with the following necessary information by forms of document, report and/or database.

1- 1 最新の高速道路ネットワークマップ The latest Expressway network maps in Sri Lanka.

1- 2
SEのJBIC Section(1)の工事の完成時期は？（本線、施設・設備工事等）
各工事の現在の出来高は？

1. When will each construction of the JBIC Section(1) of
SE be completed?（Main line, Interchange, Establishments
and Facilities etc.)
2. How many percent of each construction has been
done？

1- 3
SEのJBIC Section(2)の工事の完成時期は？（本線、施設・設備工事等）
各工事の現在の出来高は？

1. When will each construction of the JBIC Section(2) of
SE be completed?（Main line, Interchange, Establishments
and Facilities etc.)
2. How many percent of each construction has been
done？

1- 4
SEのADB Sectionの工事の完成時期は？（本線、施設・設備工事等）
各工事の現在の出来高は？

1. When will each construction of the ADB Section of SE
be completed? （Main line, Interchange, Establishments and
Facilities etc.)
2. How many percent of each construction has been
done？

1- 5
SEの南部区間（Kurundugahahaetekuma以南）の現状
各工事の完成時期は？
各工事の現在の出来高は？

1. What is the current status of the southern section below
ADB Section (sub-Kurundugahahaetekuma) of SE?
2. When will each construction be completed? （Main line,
Interchange, Establishments and Facilities etc.)
3. How many percent of each construction has been done?

1- 6 インターチェンジまでのアクセス道路の整備状況は
What is the current status and the schedule of
construction or improvement of access roads to each
interchanges?

10- 7 SEのレストエリアの検討状況および建設状況は？ What is the current status of rest areas in SE?

10- 8 SEのバスターミナルの検討状況および建設状況は？ What is the current status of bus terminals in SE?

NO. 質問 Questions
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1- 9
プロ形ではSEの開通時期について、2011年中頃、一部区間（コロンボ～
ゴール）については2010年6月を希望しているということだが、現段階の予
定は。

The JICA Mission for the Project Formulation Study in
Aug.-Sep (hereinafter referred to as "JICA Mission")
confirmed that the SE opening will be in the middle of 2011
and the part section (from Colombo to Galle) opening will
be expected in June 2010. Please provide us with the
latest information in Expressway opening.

1- 10
OCHのStage1の現状
工事の開始、終了はいつ？

1. What is the current status of the Stage1 of OCH?
2. When will the constructions be started and ended?

1- 11
OCHのStage2の現状
工事の開始、終了はいつ？

1. What is the current status of the Stage2 of OCH?
2. When will the constructions be started and ended?

1- 12
OCH北部区間の現状
工事の開始、終了は

1. What is the current status of the northern section of
OCH?
2. When will the constructions be started and ended?

1- 13

CKEの現状
資産の所有、建設、運営・維持管理、資本金の投資、コマーシャルリスクは
官あるいは民？
工事の開始、終了は

1. What is the current status of CKdE?
2. Who will have the asset ownership, constructions,
operations and maintenance, capital investment and
commercial risk of CKdE, public or private sector?
3. When will the constructions be started and ended?

1- 14

CKdEの現状
資産の所有、建設、運営・維持管理、資本金の投資、コマーシャルリスクは
官あるいは民？
工事の開始、終了は

1. What is the current status of CKE?
2. Who will have the asset ownership, constructions,
operations and maintenance, capital investment and
commercial risk of CKE, public or private sector?
3. When will the constructions be started and ended?

1- 15

KPAの現状
資産の所有、建設、運営・維持管理、資本金の投資、コマーシャルリスクは
官あるいは民？
工事の開始、終了は

1. What is the current status of KPA?
2. Who will have the asset ownership, constructions,
operations and maintenance, capital investment and
commercial risk of the southern section of OCH of SE,
public or private sector?
3. When will the constructions b

1- 16
スリランカ国における上記以外の高速道路計画や案は？
あれば、その現状と予定

1. Do you have any other plans or proposes of Expressways
in Sri Lanka?
2. If any, what are their current status and schedule?

2 Establishment of Expressway Authority and Expressway Management Unit

Please provide us with  the following necessary information by forms of document, report and/or database.
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2- 1
プロ形でEMUのフルスタッフの配属は、2009年3月と確認した。現状、今後
の予定は？

The JICA Mission confirmed that EMU full members will be
appointed in March 2009. What is the current status and
schedule?

2- 2
1. EMUに配属されるフルスタッフの人数は？
2. EMUの構成メンバー（元の所属先等）は？

1. How many members will be appointed EMU staff in March
2009?
2. JICA anticipates that persons experienced enough to
road  operation and maintenance will be appointed EMU
staff. Is this correct?

2- 3
プロ形でEAの公式立ち上げは、2009年6月と確認した。現状、今後の予定
は？

The JICA Mission confirmed that EA will start-up officially
in July 2009. What is the current status and schedule?

2- 4
1. 立ち上げ時およびSE供用時にEAに配属されるフルスタッフの人数は？
2. EMUのトップがEAのトップになるのか？
3. 組織図最新を下さい（FR　AppendixＣ有り）

1. How many members will be appointed EA staff in EA
start-up and SE opening?
2. JICA anticipates that the Chairman and the General
Manager of EMU be nominated to them of EA. Is this
correct?
3. Please provide us with the latest organizational chart of
EA. ( We have it of Appendix C, Operations and
Maintenance Final Report, Dec. 2008)

2- 5 EAタスクフォースの事務所位置は Where will the office of EA HQs be located?

3. Establishments, facilities, and materials for Traffic control, Inspection and Maintenance, and Toll Collection 

Please provide us with the following necessary information by forms of document, report and/or database.

3- 1 交通管理に関する施設・設備の現在の設計、建設等の状況は

What is the current design and construction of the
establishment, facilites and materials for traffic control?
(e.g. EAC office, PPs offices, signs, weign bridges, Speed
trap devices, patrol car etc.)

3- 2 点検、維持管理に関する施設・設備の現在の設計、建設等の状況は

What is the current design and construction of the
establishment, facilites and materials for inspection and
maintenance?
(e.g. MPs offices, Inspction tool etc.)

3- 3 料金収受に関する施設・設備の現在の設計、建設等の状況は
What is the current design and construction of the
establishment, facilites and materials for toll collection?
(e.g. Toll offices, Toll booth etc.)

4 The others

Please provide us with the following necessary information by forms of document, report and/or database.
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4- 1
プロ形で確認したミニッツ資料の添付３「スリランカ側による高速道路運営・
維持管理の検討・準備状況」について変更や進捗があれば教えて下さい。

Provide us with the information in the changes or progress
with "ANNEX3 The Progress of the study and preparation
on Operation and Maintenance of expressway by Sri Lanka
side, MINUTES OF MEETINGS FOR THE PROJECT
FORMULATION STUDY ON EXPRESSWAY
ADMINISTRATION PROJECT IN THE DEMOCRATIC
SOCIALIST REPUBLIC OF SRI LANKA."

4- 2
高速道路運営管理全般について、それぞれ機関との調整状況を教えて欲
しい

What is the current status and the schedule of  the
cooperation with the following authorities?
- Ministry of Transport
- Police Department
- Motor Traffic Department
- Local Government Authorities
- Grama Seva Nilaradise
- Health Department
- Agrarian Services Department
- Forest Department
- Wildlife department
- Irrigation Department
- National Water Supply and Draingage Board
- Ceylon Electricity Board
- Sri Lanka Telecom
- National Transport Commission
- Ceylon Transport Board
- Urban Development Authority (UDA)
- Central Environmental Authority (CEA)
- The Sri Lanka Railway
- The Sri Lanka Land Reclamation and Development
Company (SSLRDC)

4- 3
高速道路の運営・維持管理に関連する仕様書・基準・マニュアルの整備さ
れたもの、整備中のもののリストが欲しい

Please provide us with the list of Specifications/
Standards/ Manuals for expressway operation and
maintenance developed or being made by RDA.

4- 4
1.　プロ形では、2008年末からADBのコンサルタントが高速道路の運営管
理の検討を開始すると聞いた。
2.　彼らの検討項目および内容を教えて欲しい。

1. The JICA Mission confirmed that a consultant by ADB
will begin to study expressway operation and maintenance
in Dec. 2008.　What is the correct status and schedule?
2. What are the outlines by the consultant?

4- 5
最新の将来交通量予測結果報告書を頂きたい。（2001年3月にRDAで実施
した2015年予測結果はもっている。）

Please provide us with the latest Expressway traffic
volume forecast report. (We have the traffic volume
forecast for 2015 by RDA n Mar. 2001.)

4- 6
プロ形では料金水準は検討中とのことであった。報告書を頂きたい。料金
水準は決まったか？

The JICA Mission confirmed that the expressway toll level
was being revised by consultants (Maunsell). =Please
provide us with the report. Was the toll level decided by
RDA?

4- 7
1. EAの運営および高速道路の運営・維持管理費用は、全て料金収入によ
りまかなうのか。それとも道路基金等の国家予算が一部補填されるのか。

Is the budget of operation of EA and maintenance of SE
covered by all the tolls or is the partial budget covered by
the national budgets (e.g. road fund)?
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4- 8
プロ形では、警察、ARF職員をEAに出向させることで現在、警察、ARFと協
議をしているとのことであったが、どうなった？

The JICA　Mission confirmed that Police, ARF and RDA are
going to mutually agree that Police and ARF send the full
time staff to EA. What is the current status and schedule?

4- 9

一般道路の維持管理作業について性能規定型契約を実施したものはある
のか
あればそれらは成功しているのか
していれば、資料を頂きたい

1. Are their any roads under Output- and Performance-
Based Road Maintenance Contract?
2. If any, please provide us with their contract documents
and their reports?
3. Are their contracts successful what's the current
status?

4- 10 SEの日常維持管理、緊急維持管理は、性能規定型で実施する予定か？ Will you apply OPMRC to routine and emergency works?

4- 11 国民の高速道路意識向上キャンペーンの検討状況は？
What is the current status of the study of public awareness
campaigns of expressways?

4- 12
高速道路を通行できるのは、車以上で、通行できないのは歩行者、三輪
車、バイクというこでよい？

12 vehicle classes from cars to six axle vehicles are
available expressway and pedestrians, bicycles, three
wheelers and motorcycles are prohibited. Is this correct?

4- 13
速度制限についてFinnroad Final Reportでは、60～110km/h、初期のころ
は70km/hとなっているが、これは正しいのか？
車種別に速度制限は設けないのか？

The expressway speed limit decided 110km/h as the
maximum speed and is proposed 60km/h as the minimum
speed and 70km/h as the initial maximum speed in
"OPERATION AND MAINTENANCE FINAL REPORT in
Dec. 2008". Are you going to set each speed limit for
vehicle classification?



 

 

５．事前事業評価表 

－101－ 

事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

作成日：平成2009年２月19日 

担当部・課：経済基盤開発部運輸交通・情報通信第１課 

１．案件名 

スリランカ国高速道路運営管理プロジェクト 

２．協力概要 

（１）プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

高速道路の運営管理能力が定着することを目的に、高速道路の「交通管理」、「点検・維

持修繕」、「料金収受」における高速道路管理庁（Expressway Authority : EA）の体制構築・
能力強化を実施する。 

交通管理とは、道路の安全、円滑な交通の確保のため、交通管制・道路巡回業務を通し

て、交通事故・落下物などの異常事態への対応を行う業務である。 

点検・維持修繕とは、道路を良好で安全な状態に保つため、路面、交通安全施設、構造

物、電力設備等の点検計画の策定・作業の実施、異常発見時の補修計画の策定、補修の実

施を行う業務である。 

料金収受とは、通行料金の収受、確認、保管を行う業務である。 

 

（２）協力期間 

2009年６月から2011年８月まで（27か月） 

 

（３）協力総額（日本側） 

総費用 2.8億円（27か月） 

 

（４）協力相手先機関 

高速道路管理庁（Expressway Authority：EA） 
EAが公式に設置されるまでは、道路開発庁（Road Development Authority：RDA）内の

高速道路運営検討ユニット（Expressway Management Unit：EMU） 
 

（５）国内協力機関 

国土交通省道路局 

 

（６）裨益対象者及び規模、等 

（直接裨益者） 

・EA本部：50名程度 
・EA事務所（非常警報センター、交通管理事務所、料金所等）：100名程度 
合計：200名程度を想定 

（最終裨益者） 

南部高速道路の利用者及びこれらの物流・人流により裨益を受ける人々。 
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３．協力の必要性・位置付け 

（１）現状及び問題点 

スリランカ国（以下、「ス」国）では、現在、同国初の高速道路となる南部高速道路（Southern 
Expressway：SE）と外郭環状道路（Outer Circular Highway：OCH）を建設中である。SE
に関しては2011年供用、OCHに関しては2013年供用開始予定である。そのためス国では、
高速道路の運営管理を実施する組織としてEAを設置する計画である。2009年６月にEA設
置法の国会承認、その後、設立準備期間を経てEAの業務開始を目標としている。EAが設
置されるまでの期間は、高速道路の建設、国道の建設・管理を担当とする道路開発庁のも

とに高速道路管理ユニットを設置し、高速道路の運営管理の準備を実施しているところで

ある。 

こうした背景の中で、高速道路の供用開始までにEAの運営管理体制を整備する必要があ
り、EAの組織体制の構築及び高速道路の運営管理に必要となる能力向上に資する協力要請
がス国政府よりあった。 

本プロジェクトが対象とする南部高速道路、総延長126kmの内、67kmを円借款で建設中
であり、それ以外はアジア開発銀行（ADB）の借款で建設中である。本件協力を行うこと
は、新JICA事業の２スキーム（円借款と技プロ）の連携に資することとなり、円借款事業
による高速道路インフラ整備完了後の、運営管理に係る技術移転を技術協力プロジェクト

により実施することにより、ハード・ソフト両面の整備を一元的に実施することとなる。 

 

（２）相手国政府国家政策上の位置付け 

「ス」国では、長期国家開発戦略「マヒンダ・チンタナ（2006～2016）」において、総

括的方針として、「国内全域へのアクセシビリティの提供と、旅客と物資輸送に係る高品

質の道路ネットワークの確保」を前提としている。この中で戦略と活動として、「高速道

路のリハビリテーションと維持管理」に優先順位を高く設定している。またプログラム・

プロジェクトの観点から、南部高速道路、外郭環状道路を含む高速道路開発が地域間高速

道路として優先的に提案されている。 

また道路セクターの開発戦略の中で、高速道路の運営管理を実施する組織としてEAを設
置する計画であり、EA法は2009年6月国会承認に向け進捗中であり、この作業は南部高速
道路の供用開始に向けて最優先課題として取り組まれている。 

 

（３）我が国援助政策との関連 

我が国の対スリランカ援助政策の中の援助重点分野として、「国造り」のための支援と

して、地方と都市圏を結ぶ道路等インフラの復旧・改善が優先的な課題であると指摘して

おり、具体的には「国全体のネットワーク整備の一環として、北・東部と南部を有機的に

連結した基幹交通網の整備を図る必要があり、これらの課題を解決するための制度面での

様々な制約を克服するための制度改革を支援することが同時に必要である。」としている。 
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４．協力の枠組み 

〔主な項目〕 

（１）協力の目標（アウトカム） 

１）協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

[目標] 

EAに高速道路の運営管理能力が定着する。 
[指標] 

１．EAは、交通事故、落下物等の異常事態時に、規定する時間内に現場に急行し、処理
を講じることができる。 

２．EAは、適切な点検・維持修繕が実施できる。 
３．EAは、料金の収受、確認、保管、送金ができる。 

２）協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

[目標] 

「ス」国の道路輸送能力が向上する。 

[指標] 

主要都市を結ぶ区間の自動車移動時間が短縮する。 

 

（２）成果（アウトプット）と活動 

１）アウトプット１、そのための活動、指標・目標値 

交通管理、点検・維持修繕、料金収受に係るEAの組織体制が構築される。 
（活動） 

１．プロジェクトの詳細計画を作成する。 

２．RDAにより提案されたEAの組織案及び各組織の業務内容について見直しを行う。 
３．EAの組織を構築する。 
４．EAの各組織の業務内容を構築する。 
５．EAの人員配置を構築する。 
（指標） 

１．EAの交通管理、点検・維持修繕、料金収受のための組織が設置される。 
２．EAの交通管理、点検・維持修繕、料金収受のための各組織の業務内容が適切に分担

される。 

３．EAの交通管理、点検・維持修繕、料金収受のための各組織に適切な人員が割り当て
られる。 

２）アウトプット２、そのための活動、指標・目標値 

EA職員の交通管理、点検・維持修繕、料金収受の能力が定着される。 
（活動） 

１．総括的な運営・維持管理訓練が実施される。 

２．以下に係る交通管理マニュアルを作成する。 

・交通流を妨げる出来事の処理 

・情報の収集・処理・提供等 
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３．点検・維持修繕に係る仕様書／基準／マニュアルを見直す。 

４．料金収受マニュアルを作成する。 

・料金収受、確認、保管、送金等 

５．EAに対して交通管理訓練を行う。 
・交通流を妨げる出来事の処理 

・情報の収集・処理・提供等 

６．EAに対して点検・維持修繕訓練を行う。 
７．EAに対して料金収受訓練を行う。 
・料金収受、確認、保管、送金等 

（指標） 

１．総括的な運営・維持管理訓練が実施される。 

２．交通管理マニュアル、点検・維持修繕及び料金収受仕様書／基準／マニュアルが作

成される。 

３．マニュアルを活用した、交通管理、点検・維持修繕及び料金収受訓練が実施される。 

３）アウトプット３、そのための活動、指標・目標値 

高速道路供用後、EAによって、交通管理、点検・維持修繕、料金収受が実施される。 
（活動） 

１．EAに対して供用前に交通管理に係る実施シミュレーション訓練及び供用後のフォロ
ーアップ訓練を行う。 

２．EAに対して供用前に点検・維持修繕に係る実施シミュレーション訓練及び供用後の
フォローアップ訓練を行う。 

３．EAに対して供用前に料金収受に係る実施シミュレーション訓練及び供用後のフォロ
ーアップ訓練を行う。 

４．EA組織、及び交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する仕様書／基準／マニュ
アルを見直す。 

（指標） 

１．高速道路供用前後に、交通管理、点検・維持修繕及び料金収受に係るOJT訓練が実
施される。 

２．EA組織、及び交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する仕様書／基準／マニュ
アルが見直される。 

 

（３）投入（インプット） 

１）日本側（総額2.8億円） 

①長期専門家２分野（道路交通全般、交通運営） 

②短期専門家５分野（交通管理、点検、維持、料金収受、施設） 

③供与機材（基本的に想定なし） 

④研修員受入れ（高速道路全般、交通管理、点検・維持修繕、料金収受） 

研修に必要となる機材、その他 
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２）「ス」国側 

①カウンターパートの配置（新規プロジェクト専属５名） 

②施設・土地手配（日本側の各専門家用の執務室、その他必要なスペース） 

③予算措置（プロジェクト実施に必要な経費等） 

その他 

（４）外部要因（満たされるべき外部条件） 

１）上位目標達成のための外部条件 

・スリランカ国の高速道路建設プロジェクトに変更がない。 

・EA及び関連する機関が適切な運営管理を持続する。 
・スリランカ国より、EA及び関連する機関に十分な予算が割り当てられる。 

２）プロジェクト目標達成のための外部条件 

・交通管理、点検・維持修繕、料金収受に必要となる施設、設備、機械、道具が用意さ

れる。 

・RDAによって、関連する組織〔警察、救急・消防・救助（ARF）等〕の能力強化が実
施される。 

・RDAによって、点検・維持修繕を行う外部委託先に対して、適切な研修、指導が実施
される。 

・供用までに国民の意識向上キャンペーンが実施される。 

・レストエリアの運営管理体系が準備される。 

・バスターミナルの運営管理体系が整備される。 

３）成果達成のための外部条件 

・「ス」国によって、EAの設置に必要となる制度等の整備が行われる。 
・RDAによって、交通管理、点検・維持修繕、料金収受のためのEAと関連する機関（警
察、ARF等）のフレームワークが設置される。 

・警察とARFがEACとPPsにフルタイム職員を出向させる。 
・ラジオやインターネット等による道路情報の提供手法が開発される。 

・点検・維持修繕に関する外部委託先調査が実施される。 

・点検・維持修繕の仕様書・基準・マニュアル案が作成される。 

・点検・維持修繕委託先が選定される。 

・料金収受システム、料金水準の検討、それらの仕様書・基準・マニュアルが作成され

る。 

・RDAによって、料金水準が決定される。 
・SEが2011年中頃までに供用する。 

５．評価５項目による評価結果 

（１）妥当性 

この案件は以下の理由から妥当性が高いと判断できる。 

・「ス」国は、国内輸送の大半を道路に依存している。将来的には地方とコロンボ首都圏

を結ぶ高速道路網整備が計画されており、これらの高速道路の維持管理を効率的に行う

ことは、安全性・定時性の確保による、一般住民及び国内産業物流の利便性に貢献する

ことが期待されている。 
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・「ス」国の長期国家開発計画（2006～2016年）の総括的方針としては「国内全域へのア

クセシビリティの提供と、旅客の物資輸送に係る高品質の道路ネットワークの確保」を

前提とし、戦略活動として「高速道路のリハビリテーションと維持管理」に優先順位を

高く設定している。 

・これまで当該分野に関しては、2006年から2009年にかけてノルウェー政府の支援により

コンサルティングサービスが実施され、その成果として高速道路管理庁（EA）設立が達
成されようとしているが、組織体制等については十分に議論されているとは言い難く、

自助努力に委ねられている。「ス」国側には一般道路の管理についての知見はあるもの

の、高速道路の運営管理を自助努力により実施していくことは困難である。 

・日本の高速道路の運営・維持管理に関する評価は世界的に高く、また、我が国の対スリ

ランカ援助政策の重点分野として「国全体のネットワーク整備の一環として、北・東部

と南部を有機的に連結した基幹交通網の整備を図る必要があり、これらの課題を解決す

るための制度面での様々な制約を克服するための制度改革を支援することが同時に必

要である。」としている。 

 

（２）有効性 

この案件は以下の理由から有効性が見込める。 

・本プロジェクトでは、高速道路の運営管理の主業務となる「交通管理」、「点検・維持修

繕」、「料金収受」の３項目に対する技術協力を計画している。 

・プロジェクト目標達成の外部条件となる「必要となる施設・設備等の設置等の設置」は、

円借款あるいは他ドナーの支援により、現在、検討・設計が行われている、また、バス

ターミナル、レストエリアの検討もRDAが中心となり鋭意進められている。 
・「ス」国初の高速道路を対象としたプロジェクトとなるため、現段階で「ス」国の高速

道路に求められる性能・サービスレベルを明確に設定することは困難である。よって、

プロジェクト目標の指標として、異常事態時（事故、落下物等）の規定時間内の処理、

適切な点検・維持修繕の実施、料金の収受・確認・保管・送金としている。 

 

（３）効率性 

この案件は、以下の理由から効率的な実施が見込まれる。 

・ス国で初の高速道路供用を2011年３月を予定しているため、本プロジェクトの活動を実

施し、成果を上るためには2009年６月からのプロジェクト開始は必要不可欠である。 

・プロジェクトには、高速道路供用後、６か月間のフォローアップ訓練を予定しており、

供用前の成果の検証を行う体制としているため、効率的な能力の定着が図れる。 

・投入規模は、４（３）に示すとおり、２分野の長期専門家、５分野の短期専門家、及び

４テーマの本邦研修を適宜投入・実施する予定である。 
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（４）インパクト 

この案件のインパクトは以下のように予測できる。 

・2001年に実施された、南部高速道路の2015年の交通量予測によると、30,000台／日程度
の交通量が見込まれており、高速道路の整備及び本プロジェクトによる運営管理の技術

支援が実施されることにより、国内道路輸送能力向上に大きく貢献する。 

・EAにより、高速道路の適切な運営維持管理が実施されることにより、円滑な車両の移
動が確保されることにより、廃棄ガスの低減効果が期待される。 

・「ス」国では、SE以外に約300kmの高速道路の整備が検討されており、それらの運営管
理もEAが実施する方向であるため、本プロジェクトの波及効果が期待される。 

 

（５）自立発展性 

以下のことから、本案件による効果は、相手国政府によりプロジェクト終了後も継続さ

れる見込みである。 

・本プロジェクトの対象とする高速道路運営管理は、「ス」国の長期国家開発戦略の優先

課題である高品質の道路ネットワークの確保に直接関わるものであるため、政府による

十分な支援体制が期待される。 

・南部高速道路の供用６か月前には、EAにフルスタッフ（200名程度と想定）の配属が予
定されているため、本プロジェクトにおいて、作成した基準類等を用いてEA全職員に対
する運営維持管理の技術指導を実施することが可能である。 

・本プロジェクトは、組織体制の構築から支援するためEAにおける人材育成の観点を踏
まえ、組織を整備することが可能となる。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

負の影響はない。 

７．過去の類似案件からの教訓の活用 

「東ティモール国 道路維持管理能力向上プロジェクト」、「ボリビア国 主要国道道路災

害予防調査」、「ケニア国 道路維持管理システム整備計画調査」等に共通する教訓は以下

２点である。 

（１）基準類は作成後の活用、状況に応じた更新が必要となる。 

（２）プロジェクト終了後も継続的に人材育成ができる組織の構築が必要である。 

８．今後の評価計画 

評価スケジュール 

・終了時評価：プロジェクト終了の半年前 

・事後評価：プロジェクト終了後３年後 
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プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）Ver.1 
プロジェクト名：高速道路運営管理プロジェクト 
プロジェクト実施期間：27ヶ月（2009年６月－2011年８月） 
対象地域：南部高速道路 
ターゲットグループ：高速道路管理庁：EA（EAが公式に設置されるまでは、高速道路管理ユニット：EMU） 

プロジェクト要約 指標 指標入手手段 外部条件 

上位目標 
スリランカ国の道路輸送能力が向
上する。 
 

上位目標の指標 
１．主要都市を結ぶ区間の自動車
移動時間が、短縮する。 
 

 
１．主要都市間の旅行速度調査 
 

上位目標継続のための外部条件 
・スリランカ国の高速道路建設プ
ロジェクトに変更がない。 

・EAおよび関連する機関が適切な
運営管理を持続する。 

プロジェクト目標 
EAに高速道路の運営管理能力が定
着する。 

プロジェクト目標の指標 
１．EAは、交通事故、落下物等の
異常事態時に、規定する時間内に
現場に急行し、処理を講じること
ができる。 

 
１．交通管理記録 
 

上位目標達成のための外部条件 
・スリランカ国より、EAおよび関
連する機関に十分な予算が割り
当てられる。 

 ２．EAは、適切な点検・維持修繕
が実施できる。 
３．EAは、料金の収受、確認、保
管、送金ができる。 

２．点検・維持修繕記録 
３．料金収受記録 

 

成果 
１．交通管理、点検・維持修繕、
料金収受に係るEAの組織体制が構
築される。 
 

成果の指標 
1.1 EAの交通管理、点検・維持修
繕、料金収受のための組織が
設置される。 

1.2 EAの交通管理、点検・維持修
繕、料金収受のための各組織
の業務内容が適切に分担され
る。 

1.3 EAの交通管理、点検・維持修
繕、料金収受のための各組織
に適切な人員が割り当てられ
る。 

 

 
1.1 EAの体制図 
 
1.2 EAの体制図 
 
1.3 EAの体制図 
 

プロジェクト目標達成のための外
部条件 
・交通管理、点検・維持修繕、料
金収受に必要となる施設、設
備、機械、道具が用意される。 

・RDAによって、関連する組織
（警察、ARF等）の能力強化が
実施される。 

・RDAによって、点検・維持修繕
を行う外部委託先に対して、適
切な研修、指導が実施される。 

・供用までに国民の意識向上キャ
ンペーンが実施される。 
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２．EA職員の交通管理、点検・維
持修繕、料金収受の能力が定着さ
れる。 
 

2.1 総括的な運営・維持管理訓練
が実施される。 

2.2 交通管理マニュアル、点検・
維持修繕及び料金収受仕様書
／基準／マニュアルが作成さ
れる。 

2.1 研修記録 
2.2 仕様書／基準／マニュアル 
 

 2.3 マニュアルを活用した、交通
管理、点検・維持修繕及び料
金収受訓練が実施される。 

2.3 研修記録 

３．高速道路供用後、EAによっ
て、交通管理、点検・維持修繕、
料金収受が適切に実施される。 
 

3.1 高速道路供用後に、交通管
理、点検・維持修繕及び料金
収受に係るOJT訓練が実施され
る。 

3.2 EA組織、及び交通管理、点
検・維持修繕、料金収受に関
する仕様書／基準／マニュア
ルが見直される。 

3.1 OJT研修記録 
3.2 改訂記録 
 

・レストエリアの運営管理体系が
準備される。 

・バスターミナルの運営管理体系
が整備される。 

活動 
1.1 プロジェクトの詳細計画を作
成する。 

1.2 RDAによって提案されたEAの
組織案および各組織の業務内
容について見直しを行う。 

1.3 EAの組織を構築する。 
1.4 EAの各組織の業務内容を構築
する。 

1.5 EAの人員配置を構築する。 
 
2.1 総括的な運営・維持管理訓練

が実施される。 
2.2 以下に係る交通管理マニュア

ルを作成する。 
・交通流を妨げる出来事の処理 

投入 
日本側 
（１）専門家 
１）高速道路全般 
２）交通運営 
３）交通管理 
４）点検 
５）維持 
６）料金収受 
７）施設 

 
（２）本邦研修 
１）運営管理概要 
２）交通管理 
３）点検・維持修繕 
４）料金収受 

投入 
スリランカ側 
（１）カウンターパート 
（２）プロジェクト実施に必要な
執務室および施設設備の提供 

（３）交通管理、点検・維持修
繕、料金収受に必要な施設、
設備、道具 

（４）アシスタントスタッフ 

成果達成のための外部条件 
・スリランカ国政府は、EAの設置
に必要となる全ての活動が行わ
れる。 

・RDAによって、交通管理、点・
検・維持修繕、料金収受のため
のEAと関連する機関（警察、
ARF等）のフレームワークが設
置される。 

・警察とARFがEACとPPsにフルタ
イム職員を出向させる。 

・ラジオやインターネット等によ
る道路情報の提供手法が開発さ
れる。 

・点検・維持修繕委託先の事前調
査が実施される。 
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・点検・維持修繕の仕様書・基準・
マニュアル案が作成される。 

・点検・維持修繕委託先が選定さ
れる。 

・料金収受システム、料金水準の
検討、それらの仕様書・基準・
マニュアルが作成される。 

・RDAによって、料金水準が決定
される。 

・SEが2011年中頃までに供用す
る。 

前提条件 

・情報の収集・処理・提供等 
2.3 点検・維持修繕に係る仕様書／

基準／マニュアルを見直す。 
2.4 料金収受マニュアルを作成す

る。 
・料金収受、確認、保管、送金等 

2.5 EAに対して交通管理訓練を行
う。 
・交通流を妨げる出来事の処理 
・情報の収集・処理・提供等 

2.6 EAに対して点検・維持修繕訓
練を行う。 

2.7 EAに対して料金収受訓練を行
う。 
・料金収受、確認、保管、送金
等 

 
3.1 EAに対して供用前に交通管理
に係る実施シミュレーション
訓練及び供用後にフォローア
ップ訓練を行う。 

3.2 EAに対して供用前に点検・維
持修繕に係る実施シミュレー
ション訓練及び供用後にフォ
ローアップ訓練を行う。 

3.3 EAに対して供用前に料金収受
に係る実施シミュレーション
訓練及び供用後にフォローア
ップ訓練を行う。 

3.4 EA組織、及び交通管理、点
検・維持修繕、料金収受に関
する仕様書／基準／マニュア
ルを見直す。 

（３）機材供与 
カウンターパート訓練に必
要となる機材 

 
2009年３月10日までに、５名の
EMU常勤スタッフが任命される。 

 



高速道路全般／組織 1 高速道路全般／組織　（長期専門家）

交通運営 2 交通運営　長期専門家

交通管理 3 交通管理

点検 4 点検

維持修繕 5 維持修繕

料金収受 6 料金収受

施設運営 7 施設運営

1 2 3 4 5 6 7 8

1.　交通管理、点検・維持修繕、料金収受に係るEAの組織体制構築

◎ 　 1.1 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの詳細計画作成

◎ ○
1.2 RDAによって提案されたEAの組織案および各組織の業務内容
見直し

◎ ○ 1.3 EAの組織構築

◎ ○ 1.4 EAの各組織の業務内容構築

◎ ○ 1.5 EAの人員配置構築

2.　EA職員の交通管理、点検・維持修繕、料金収受の能力定着

◎ ○ 2.1 総括的な運営・維持管理訓練の実施

○ ◎ ◎ 　 ○
2.2 以下に係る交通管理ﾏﾆｭｱﾙの作成
　‐交通流を妨げる出来事の処理
　‐情報の収集・処理・提供等

◎ ○ ◎ ○ 2.3 点検・維持修繕に係る仕様書/基準/ﾏﾆｭｱﾙの見直し

○ ○ ◎ ○
2.4 料金収受ﾏﾆｭｱﾙの作成
　‐料金収受、確認、保管、送金等

○ ◎ ◎ ○
2.5 EAに対して交通管理訓練の実施
　‐交通流を妨げる出来事の処理
　‐情報の収集・処理・提供等

◎ ◎ ◎ ○
2.6 EAに対して点検・維持修繕訓練の実施
　-　点検
　-　維持修繕

○ ○ ◎ ○
2.7 EAに対して料金収受訓練の実施
　‐料金収受、確認、保管、送金等

◎ ◎ ◎ ○
3.1 EAに対して供用前に交通管理に係る実施ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練及び供
用後にﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ訓練の実施

◎ ◎ ◎ ○
3.2 EAに対して供用前に点検・維持修繕に係る実施ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練
及び供用後にﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ訓練の実施

○ ○ 　 ◎ ○
3.3 EAに対して供用前に料金収受に係る実施ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練及び供
用後にﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ訓練の実施

◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
3.4 EA組織、及び交通管理、点検・維持修繕、料金収受に関する
仕様書/基準/ﾏﾆｭｱﾙの見直し

本邦研修

1.高速道路全般

2.交通管理

3.点検・維持修繕

4.料金収受

スリランカ側

EAフルスタッフの配属

南部高速道路の供用

成果達成のための外部条件について

EAの設置に必要な活動の実施 ◆

EAに関連する組織のフレームワークの設置 ◆

警察等他機関のEAへの職員の出向 ◆

道路情報提供手法の開発 ◆

点検・維持修繕委託先調査の実施 ◆ ◆ ◆ ◆

点検・維持修繕仕様書類の作成 ◆ 　

点検・維持修繕委託先の選定・決定 ◆

料金収受システム等の仕様書・基準・マニュアル ◆

料金水準の決定 ◆

目標達成のための外部条件

施設・設備・機材の設置 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

関連する組織の能力強化 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

外部委託先への能力強化 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

国民の意識向上キャンペーン ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

レストエリアの運営開始 ◆

バスターミナルの運営開始 ◆

6 7 8 9 10 11 126 7 8 912 1 2 3 4 5

11 124 5 9 10作業項目 6 7 810 11 128

3.　高速道路供用後、EAによって、交通管理、点検・維持修繕、料金
収受の適切な実施

1 2 3

16 7 29 3 5 6 7 81 2 3 4

7

2009年度 2010年度 2011年度

864 510 11
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